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鴻海（ホンハイ）における発展の謎を探る

九州産業大学 経済学部
教授 朝元照雄

はじめに

2012 年3月 27 日、シャープの液晶テレビの巨
額赤字（3月期の連結最終損益が 3800 億円の赤
字）のため、町田勝彦会長は相談役に退くことに
なった。片山幹雄社長は代表権のない会長に、奥
田隆司常務執行役員は社長に昇格した。同時に、
鴻海(ホンハイ)グループは 1330 億円をシャープ
本体に 9.9％出資し、筆頭株主になる予定である。
郭台銘（テリー・ゴウ＝ Terry Gou）は個人で 669
億円を堺工場(世界唯一の第 10 世代液晶パネルラ
イン)のシャープディスプレイプロダクト(SDP)
に出資し、持ち株比率は 46.5％であり1、これが
契約の中身である。「黒衣役に徹する企業」によ
るブランド企業の出資であり、一躍注目を浴びる
ようになった。

2011 年 12 月期の鴻海の連結売上高は3兆
4,526 億 8,127 万台湾元（約9兆 6,700 億円）、最
終（当期）利益は 815 億 9,099 万台湾元に達した。
この金額は日本電機トップの日立製作所(2012 年
3月期連結売上高9兆 6,658 億円)に匹敵し、パ
ナソニック（同・7兆 8,462 億円）、ソニー（同・
6兆 4,932 億円）、東芝（同・6兆 1,002 億円）を
凌駕している2。また、別の資料によると、鴻海の
時価総額（2012 年5月 24 日時点）は 308 億ドルと
売上高（2011 年度）は 1,027 億ドルに達した。同
じく、この金額はパナソニックの 165 億ドルと986
億ドル、ソニーの 140 億ドルと816 億ドル、シャー
プの 55 億ドルと308 億ドルを圧倒している3。

本論は鴻海とはどんな企業なのか、なぜ世界最
大の EMS（電子機器受託製造サービス）企業に
なったのか、鴻海の沿革に沿って、いくつかの時

期に分けて観察する。

Ⅰ．草創期（1974～1980 年）

この節は鴻海の沿革をいくつかの時期に分けて
考察する。1974～80 年は鴻海の草創期で、事業の
模索および学習の段階である。

郭は中国海事専科学校（現在の台北海洋技術学
院の前身）の航運管理科を卒業後、1973 年に兵役
を終えて（台湾では健康な男子は兵役の義務があ
る）、台北駅近くの館前路の復興航運公司に勤務
し、輸出貨物の船便期日アレンジなどの業務を担
当していた。この時期、台湾の輸出志向工業化期
であり、業者の船便期日に合わせるような状況か
ら、郭は製品の輸出にはビジネスチャンスがある
ことに気がついた4。

1974 年、24 歳の郭台銘氏は投資資本額 30 万台
湾元を集めて、「鴻海プラスチック企業有限公司」
を設け、プラスチック製品の製造加工を行ってい
た。この 30 万台湾元は友人との出資で、郭氏の
出資分の 10 万台湾元は母親・郭初永真(本籍は山
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東煙台)が無尽講で入手したものである。企業名
「鴻海」の由来は、「鴻飛千里、海納百川」（鴻（大
きな雁）は千里を飛び、海はすべての川を納める）
という意味で、企業が大きく羽ばたくよう期待し
た縁起がいいネーミングである。

鴻海はプラスチック製の「白黒テレビの選局つ
まみ」の製造から始まった。この時期の鴻海は台
湾の多くの中小・零細企業と同じようにスタート
したが、当時の従業員は 15 人で、月当たりの売上
額は約8万台湾元である。借家の狭い 25 坪の建
屋を工場にしていた。鴻海の設立時は第1次石油
危機に遭遇し、原料の価格高騰、世界規模の不況
により、資金不足、経験不足のため、大量生産や
安定した出荷ができず、経営状況は大変困難で、
わずか1年で資金が殆ど使い切った。翌年、パー
トナーが次々とこの事業から撤退したため、郭氏
は銀行や義父から 70 万台湾元を借り、自らこの
企業を引き受けて、1975 年に企業名を「鴻海工業
有限公司」と新たに変更した。

1976 年に鴻海は台北近郊・板橋の工場に引越
し、プラスチック部品のテレビ用「高圧陽極キャッ
プ」を製造するようになった。この時期はプラス
チック押し出し成型機械を使い、家電用プラス
チック部品を製造していた。

当時、台湾のテレビは白黒テレビが主流であり、
鴻海が必要とする金具は台北の三重堤防近くの金
具工場に依頼し、作ってもらったものである。当
時の台湾の金具工場は徒弟制度で、好景気になる
と、弟子は独立して開業し、人材の流動は大変早
い。それによって、金具の品質が不安定であった。
この経験から郭は外部の金具師に頼ることが出来
ないと考え、その後、自らの金具部門を構築する
ことになった5。

1977 年、鴻海の資本額は 200 万台湾元に達し、
郭は金具機器の製造に投資して、自らの金具工場
を建てることを決めた。台北近郊の土城の永福宮
廟の裏に1坪 3800 台湾元の土地を購入した。自

社のプラスチック金具機器を持つことによって、
鴻海は積極的にビジネスを展開することになっ
た。鴻海の最初の標準生産ラインは板橋の中山路
の工場で構築したものであり、のちになってから
このような積極的な投資の選択が正しかったこと
がわかった。

1977 年に大同公司などから電子用精密プラス
チック部品、1978 年にカラーテレビ用変圧器の高
圧線筐体ユニット、1979 年に米式電話ソケット部
品の OEM を請負うになった。しかし、この時期
の鴻海の売上額は不安定であり、主な理由は
OEM 生産のため、相手の製品の機種の販路に直
接的に影響を受けやすいことであった。1980 年
に鴻海は中和連城路の工場を拡充し、テレビとラ
ジオの部品を製造するようになった。それに、
メッキ部門を設置し、生産能力を向上させた。

前に述べたように、鴻海の草創期は主として家
電のプラスチック部品からスタートし、それに金
具の重視によってこの分野で実力を蓄積するよう
になったことがわかる。事実上、この時期の鴻海
は台湾で見られる多くの中小企業と同じようであ
り、のちに鴻海が世界最大の EMS 企業に躍進す
ることを誰も予想することができなかったのであ
る。

Ⅱ．海外進出準備期（1981～1990 年）

1980 年代になると、テレビやラジオなどは成熟
製品になり、多くの企業が倒産の危機に直面した。
市場動向調査のあと、郭はパソコンの発展趨勢を
認識するようになり、パソコンのコネクターの開
発にターゲットを絞るようにした。その理由は当
時の鴻海はコネクターの約 50％の技術を持って
いたが、残りの 50％を克服することが、完全に未
知の領域への進出よりも容易であると考えたから
である6。

1981 年にコネクターを開発し、この製品の製造
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領域に入るようになった。この成長期の鴻海の主
力製品にコネクターを加えたことによって、「鴻
海＝コネクター製造企業」ということが認識され
るようになった。

1982 年に資本額 1600 万元を投資し、企業名を
「鴻海精密工業股份（株式）有限公司」に変更して、
パソコン用電線・ケーブル組立の領域に進出する
ようになった。同年、鴻海は土城中山路に自社の
工場用地を購入し、この工場の敷地面積は 730 坪
であり、4階建ての建物で、4階は事務室と3階
分の工場によって構成され、プレス工場、金具工
場、メッキ工場、ソケットピン部品組立工場、Ｄ
型パソコン用コネクター組立、倉庫と食堂などに
分かれていた。しかし、工場の面積が狭いために、
プラスチック押出し型部門は外で工場を借りるこ
とになった。当時、鴻海の機器の9割は海外から
の輸入設備を使用していた。

1983 年に鴻海は日本から輸入された新しい設
備でパソコン用のコネクター（Full Ballow Edge
Card Connector）を開発した。それによって、パ
ソコン領域に進出するようになった。パソコンの
発展によって、コネクターの需要も増加し、鴻海
は年成長率 20％を維持することができた。

金具部品の製造について、1984 年に鴻海は金属
メッキ部門を設け、アメリカから全自動連結ライ
ンの選択メッキ設備およびメッキ検査設備を購入
した。この設備は 1000 万台湾元であり、当時の
鴻海の年売上額の1割を占めていた。1985 年に
金属プレス部門を設け、86 年に日本から精密機械
の製造技術を導入し、鴻海の製造技術のレベルは
大幅に向上するようになった。1986 年にスイス
から連続高速プレス工作機械を導入し、情報セン
ターを設置して、企業の生産能力を把握するよう
になった。1986 年以前の鴻海のトップ 10 の顧客
は宏碁（エイサー）、台達電子、光寶などであり、
売上額の9割を占めていた。世界トップ 10 のコ
ネクター企業になるよう、鴻海も生産システムの

ソフト導入によって、コストダウンを図るように
なった。1987 年にアメリカから自動化設備を購
入し、同年に1億台湾元を出資して 48 台の第4
世代のコンピューター自動化制御機能付きのプラ
スチック押し出し成型機械を購入した。1988 年
から5Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）運
動を推進した。

1983 年に台北県土城市の工場の操業を開始し
た。1986 年に鴻海の資本額は1億 3000 万台湾元
に達し、土城工業区の1万 1600 坪の土地を購入
し、1988 年に土城虎躍工場の新工場の第1期建
屋、89 年にこの新工場の第2期建屋が完成し、工
場の総面積は 4000 坪に達し、年間生産額は 10 億
台湾元に達した。1995 年に第3期建屋の建設が
開始された（写真・鴻海の本社ビル）。

アップル社と共同でパソコン内部の連結システ
ムを開発した。この年に郭は初めて「5カ年計画」
を発表し、鴻海を世界トップ 20 位以内の EMS 企
業に邁進するように目標をたてた。この年の従業
員数は 1000 人に達し、売上額も 10 億台湾元を突
破した。

1985 年 に 鴻 海 は ア メ リ カ 支 社 を 設 け、
「Foxconn」（フォックスコン）の自社ブランドを
持つようになった。英語の「Foxconn とは、金具
(foxcavaty)とコネクター（connector）からの造
語である7。また、市場において鴻海は狐（fox）
のように素早く動くように期待していた。

1988 年 に カ リ フ ォ ル ニ ア 州 に 子 会 社 の
Foxconn International Inc. (Santa Clara, CA.
USA) 、香港に Foxconn (Far East) Ltd. (HK)
を設立し、パソコン部品のビジネスを行った。
1987 年7月に台湾では戒厳令が解除され、同年
11 月に台湾住民の大陸への親族訪問および視察
が許可されるようになった。このチャンスを見
て、鴻海は対中進出を開始するようになった。香
港の子会社を通じて、1988 年に中国の深圳龍華工
場を設立するようになった。このときに始めて中
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国で「富士康」という名前を使うようにした8。
「富士康」とは「聚才乃壮、富士則康」（人材を

集めれば、会社は壮大になり、人が富めば健康な
生活ができる）という縁起の意味を含んでいる。
1990 年代初期、台湾の労働者賃金は月額1万台湾
元で、中国の労働者賃金は月額 500 人民元（約
2200 台湾元）であり、両者の賃金差は約5倍であ
る。最も重要なのは、台湾では労働者不足で、中
国では多くの求職者がいる。それに、中国では大
量な土地を供給することができた。

1989 年にマレーシアの拠点を設置し、1992 年
にシンガポールに Foxconn Singapore PTE Ltd.
を設立し、東南アジアの製造、設計および販売の
業務を担当するようになった。1989 年に欧州市
場のビジネスのために、1989 年に Foxconn
Services & Logistics BV (Previous: Linosa BV)
(Netherland)を設立した。

鴻海は海外ブランド企業との協力によって、緊
密なパートナーシップ関係を結び、顧客の信頼を
獲得し、1989 年に神達（マイタック）から無検査
で入庫の資格を得て、1999 年に HP（ヒューレッ
ト・パッカード）社から購買者の品質評価鑑定が
認可され、1991 年にアップル社と共同でパソコン
内部の連結システムの新型ユニットを開発した。
1990 年にコンパック社とパソコン用のコンタク
ターを開発し、インテル社と共同でコンタクター
を開発した。

Ⅲ .中国進出期（1991～2000 年）

1991 年6月に鴻海は念願の台湾証券取引所に
株式上場を果たし、次のステップに邁進するよう
になった。それによって、鴻海企業グループは成
長の基礎を築き上げ、次の成長の目標に挑戦する
条件を備えるようになった。

この時期に鴻海は回路基板コネクターから「回
路モジュールと回路モジュール用コネクター」、

「システムとシステム用コネクター」および「シス
テムと電線・ケーブルユニット用コネクター」に
発展するようになった。

また、この時期にパソコン（特にデスクトップ
パソコン）市場が持続的に増加し、大手パソコン
企業間の低価格競争に入るようになった。1995
年にデル（Dell）社はパソコンのネットや電話に
よる直接販売方式を採用し、低価格戦略によって
販路を拡大するようになった。他方、コンパック

（Compaq）社も 1997 年に 1000 ドル以下のパソコ
ンを売り出し、熾烈な低価格競争に走るように
なった。当時、日欧米のパソコンの普及率は 50％
未満のため、低価格戦略は普及率の向上には効果
があった。

1998 年に Dell 社はコンパック社のパソコン市
場シェアを超え、低価格および製品のライフサイ
クルの短縮化のために、パソコン企業の収益悪化
を招くようになった。ヒューレット・パッカード
(HP)、デル(Dell)、ゲットウェイ（Gateway）な
どの大手パソコンは低価格に対応し、受注生産

（Build to Order: BTO）方式および OEM 企業に
委託する生産方式を採用するようになった。当
時、台湾では川上段階の部品から川中段階の組立
加工まで、完全なサプライチェーンを持っていた
ために、それをサポートする能力を持っていた。
つまり、過去の市場需給の予測による製造方式の
BTF（Build to Forecasting）方式を放棄し、BTO
方式という最終消費者からの受注による製造を採
用するようになった。BTO 方式の採用によって、
需要予測と現実の販売数量の乖離を減らし、在庫
量を減らすというメリットがあった。また、消費
者のニーズの多様化に応じて、BTO 方式戦略に
よるいくつかのパソコンの仕様（スペック）から
選択するほかに、オプション（メモリー容量、本
体の色彩、CD-Ｒや DVD、Office などのソフト）
の追加的選択ができるオーダーメイド製造

（Configuration to Order：CTO）方式に拡大する
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ようになった9。
その時期の趨勢に応じて、大手ブランド企業は

付加価値の高いブラント価値、Ｒ＆Ｄおよび販売
を自社に残し、生産、部品管理、在庫管理、物流
管理などの業務を台湾の OEM・ODM 企業に任
せるようになった。ブランド企業も全体の部品購
入コストの低減を図り、過去の多社購入から単一
部品企業からまとめて購入する（one-stop shop-
ping）方式を採用するようになった。つまり、「ブ
ランド企業は製造を放棄した」プロセスによって、
OEM・ODM 生産の企業や EMS 企業に新たなビ
ジネスチャンスが訪れたことを意味する。

この時期に鴻海はパソコンの筐体を製造するこ
とになった。パソコンの筐体製造を選んだ理由
は、1台のデスクトップパソコン筐体製造には
50～60 の金具が必要であり、世界（北米市場、欧
州市場とアジア市場）に筐体を納入する場合、100
以上の金具が必要になり、鴻海はパソコン筐体の
設計と製造の能力を備えていたため、筐体の製造
を選ぶことになった。また、金具の設計の精度お
よび製造の速度は、この部品に参入するときの大
きな障壁であった。金具の設計の良し悪しは、部
品の品質と出荷のスピードに直接的に影響を与え
ることになった。デスクトップパソコンの場合、
筐体の体積は大きく、重量が重く、そのために、
筐体の製造企業は現地市場の近くに組立工場や出
荷倉庫を設け、輸送費用を低減する必要がある。
そう言う意味では世界の販売拠点を構築する必要
があった10。

台湾政府は第3国・地域経由の対中投資を容認
するようになり、中国の人件費が安いために、鴻
海の対中投資も積極的に行われてきた。この時期
に約 20 の工場を建て、パソコン関連の部品を製
造していた。鴻海の対中投資は、1988 年から香港
近隣の深圳への投資がその発端である。1993 年
から上海附近の昆山などへの投資に拡大するよう
になった。

それに合わせるために、1988 年に香港で鴻海
100％ の 資 本 金 の「Foxconn (Far East) Ltd.
(HK)」を設立した。1992 年にこの香港の子会社
を通じて、広東の深圳に富士康精密組立工場を設
立し、パソコンの周辺機器の部品を製造した。
1993 年に中国で昆山工場を設立し、1995 年に富
士康電子工業発展（昆山）を設立した。1994 年に
日本とアメリカでＲ＆Ｄセンターを設立した。

鴻海の中国での登録企業名は「富士康」であり、
中国の富士康集団（グループ）では「鴻富錦」、「富
弘精密」、「鴻準」など傘下 18 の企業の工場が深圳
の龍華に設けられていた。鴻海内部の 2000 年の
資料によると、深圳龍華工場の従業員4万人のう
ち、大学卒以上の学歴が 4,000 人、専門学校（短
大）卒が 3000 人、海外の専門家が 1,500 人、管理
技術・販売担当者は約 3,000 人である。多くの従
業員を抱えているために、鴻海は軍事的管理方式
を採用している。鴻海の龍華工場の登録名は「鴻
富錦精密工場（深圳）有限公司」で、1400 ヘクター
ルの敷地面積に労働者が3万人、世界最大のパソ
コンの組立基地の1つである。2000 年、鴻海の中
国からの輸出額は 20 億ドルで、中国の電子製品
の輸出額の4％を占め、その年の売上額は 920 億
台湾元である。

1995 年に富弘精密（深圳）を設立し、電子部品
を製造していた。同年に富金精密工業（深圳）を
設立し、電子部品、パソコンの筐体、ノートパソ
コン、デジタル通信メディア設備、新型ディスプ
レイを製造していた。そして、同年に富星精密（昆
山）を設立し、光電関連の精密製品、通信デジタ
ル用設備、デジタルメディア設備と部品を製造し
ていた。従業員数は2万人で、面積は深圳の龍華
工場に負けない大きさで、「重要部品」の製造基地
である。1995 年に富頂精密（深圳）を設立し、通
信パソコン用部品と計器を製造するようになっ
た。さらに、同年に鴻准精密金具（深圳）と鴻准
精密金具（昆山）を設立し、電子部品を製造した。
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1997 年に富瑞精密（昆山）を設立し、回路基板
と回線・ケーブルを製造した。1998 年に宏業精密

（深圳）を設立し、情報製品の部品を製造した。
1998 年に康准電子（昆山）を設立し、電子部品お
よび精密金具などを製造した。

1999 年に富泰捷精密（深圳）を設立し、パソコ
ンのキーボードおよびパソコン部品を製造した。
同年に富泰康科技（深圳）を設立し、ソケットお
よび電圧 1000 ボルト以下の部品を製造した。同
年に富泰嘉精密（深圳）を設立し、パソコンの部
品を製造した。1999 年に鴻富錦精密（深圳）を設
立し、精密金具、計器および関連部品を製造した。
1999 年に宏業精密（昆山）を設立し、パソコンの
部品を製造した。同年に富晋精密（山西晋城）と
富錦順精密（深圳）を設立し、パソコンの筐体お
よび関連のプレス部品を製造した。また、同年に
富弘精密（昆山）を設立し、パソコンの部品を製
造した。同年に宏訊電子工業（杭州）を設立し、
パソコン、光電、通信関連部品、プリント基板を
製造した。この時期には対中国投資が特に盛んに
推進されたのである。

中国の商務部（商務省）のデータによると、
2002 年に鴻海は中国最大の輸出企業で、輸出額は
43 億 8,000 ドル(約 700 億台湾元)である。それ
が中国の電子製品の輸出額の4％を占め、この年
の鴻海の売上額は 920 億台湾元に達した。そし
て、2003 年 11 月末のデータによると、鴻富錦は
中国の第3位の外資企業であり、投資額は 38 億
6,100 万人民元に達した11。

鴻海は海外の大企業からの受注を得るために、
1993 年にアメリカ・カリフォルニア州のサイプレ
ス（Cypress）でＲ＆Ｄセンターを設立し、同年、
カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の サ ニ ー ベ ー ル で BM
Engineering Inc. (Sunnyvale, CA. U.S.)を設立
した。1994 年にイギリスに Foxconn UK Limiter
および同年にアイランドに Foxconn (Ireland)
Limiter を設置した。1996 年にカリフォルニア州

のフラートンで Foxconn EMS, Inc. (Fullerton,
CA, USA)、1997 年にハンガリで Foxconn Pecs
Kft(Hangry)を設置した。1998 年にイギリスで
Foxteq UK Limited を設け、同年にスコットラン
ドのレンフルー（Renfrew）工場、1999 年にアメ
リ カ・テ キ サ ス 州 の オ ー ス テ ィ ン で PCE
Industry Inc. (Austin, TX)、アイルランドの
Mullinger で Foxteq (Ireland) Ltd. を設立した。
2000 年にチェコで Foxconn CZ s.r.o (Pardubic
Czech Republic)の工場を設け、光通信事業を行っ
た。これらは顧客の最終消費地付近にコンフィグ
レーション・センター(物流センター)を設け、中
国で製造したベアボーンをこれらの重要部品に搭
載し、完成品として出荷する方式を採用したので
ある。

製品のＲ & Ｄと製造能力を向上するために、
1996 年に日本でＲ & Ｄ拠点の Foxconn Japan
Co., Ltd. を設立した。同年、アメリカ・メキシ
コ州のサンタクララで New Technology Inc.
(Santa Clara, CA, USA)を設立し、顧客に設計と
金具の短期間交付のサービスを提供した。同年に
シ ン ガ ポ ー ル で Precision Technology
Investments Pte. Ltd. (Singapore) を設立した。
1998 年にカリフォルニア州のサイプレスで
MeArt Technology Inc. (Cypress, CA, USA)を
設立し、光機電の部品を製造した。1998 年に高周
波電磁妨害および放熱試験室を設けた。2000 年
に台湾晶技に投資し（11％の出資）、挿し込みタイ
プ（DIP）および表面粘着タイプ（SMD）の石英
水晶体製品の製造を行った。

1992～96 年に年平均売上額の3％をＲ & Ｄ
（研究開発）費に投入し、パソコンのコネクター、
筐体の設計能力を強化し、海外ブランド大企業の
工場の周辺にハブ設計工場を設けて、顧客に随時
サービスを提供するようになり、同時に顧客が必
要とする製品を開発することができた。それに
よって、コネクター、パソコンの筐体などの供給
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を顧客のサプライチェーンに組み込み、共同設計
を通じて、顧客からの信頼と理解が得られるよう
になった。

1996 年に「パソコン筐体事業群」を設け、北京
でパソコン筐体製造センターを設立し、ベアホー
ンキット（bare bone）の領域に進むようになった。
1998 年にイギリスのスコットランドに工場を設
立した。1999 年に組立事業群を設立し、機器丸ご
と製造する領域に進むようになった。売上額は
500 億台湾元を突破し、アメリカとアイルランド
で工場を設置するようになった。

1999 年に鴻海は競争視訊科技（深圳）を設立し、
CD、VCD、DVD、DVD-ROM の光読み取りノズ
ル（ヘッド）、ユニットおよび装置を製造し、その
製品の 50％を輸出していた。同年に広宇に投資

（持ち株は 19.87％）し、DVD デバイスを製造し
た。いままでの考察からわかるのは、中国進出の
主な目的は製造基地の構築である。中国以外の諸
国の進出の主な目的は、大手ブランド企業から部
品や組立の受託生産のためである。

Ⅳ .ハイテク構築期（2001～現在）

グローバル時代に入り、IT 関連製品は国際的
な大競争の荒波を受けて、利潤の低減および製品
のライフサイクルの短縮化をもたらした。そのた
めに、海外のブランド企業は製品・部品の外注委
託比率を高め、OEM・ODM 生産のビジネスが拡
大するようになった。それによって、EMS 産業
の拡大をもたらすようになった。この時期に、台
湾の EMS 企業と海外のブランド企業との関係
は、前工程の部品製造の受託から中工程の量産化
の組立・製造に入り、さらに、後工程の販売・配
送支援やアフタサービスまで拡大するようになっ
た。つまり、海外のブランド企業は、販売および
部品の設計・開発を担当し、残りの部分は EMS
企業に委託するようになった。EMS 企業はサプ

ライチェーンの管理を通じて、コストと品質の管
理および効率性の追求を結合し、納期の短縮を図
るようになった。

この時期に鴻海はマザーボード、モデム、バッ
テリーパッド、液晶パネル、DVD などパソコン
の重要部品を製造するようになった。要するに、
これら重要部品の設計・製造の能力、特許を通じ
ての知的財産権の掌握、量産化による製品の単価
の低減、資源運営能力およびアフタサービスの提
供を行うようになった。

いままで鴻海の最大の工場は主に深圳の龍華に
分布していたが、その後には上海の昆山、天津な
どに工場を設けるようになった。郭の父親の故郷
に 4000 万人民元を山西省太原、晉城および運城
などに橋梁、道路の舗装、水道の舗設、教育、貧
困救済などの公益事業を寄付した。同時に、500
万ドルを投資し、富晉精密金具有限公司を設立し、
親の故郷に3Ｃ(パソコン、通信機器、消費性電子
機器)産業が定着するように期待していた。

2000 年に海外無担保の転換企業債を発行し、3
億 4500 万台湾元の資金を集め、チェコで光通信
事業群の工場を設置した。30 億台湾元の「光鳳凰
計画」を展開し、光通信の領域に進むようになっ
た。2001 年に、「富士康（北京）科学技術工業協議
書」を締結した。2002 年、鴻海は中国・蘇州でコ
ネクター工場を設置し、チェコのパルドゥビツェ

（Pardubice）に製造センターを設置するように決
めた。

この時に鴻海は3年以内で自動車部品市場に、
6年以内に「製造の鴻海」から「ハイテクの鴻海」
に転換すると発表した。鴻海グループの世界運営
本部とＲ＆Ｄ（研究開発）センターを台北に設置
し、「台湾でＲ＆Ｄ、世界各地で製造、世界で販売」
という鴻海企業グループをハイテク企業にする構
想を立てている12。

2003 年以降の鴻海の企業戦略はＭ＆Ａ（合併・
買収）を通じて、通信電子、消費電子、自動車電
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子の重要技術を獲得していた。そして、情報関連
の大企業の製造および組立工場を買収することに
よって、鴻海は海外ブランド企業のバーチャル工
場になり、より密接な関係を構築するようになっ
た。同時に、運営チャネルの拡張によって、鴻海
は低コスト製造ができる地域に製造工場を移転す
るようになった。移転ができない海外拠点は、コ
ンフィグレーション・センター(物流センター)や
Ｒ＆Ｄセンターに転換すること、あるいは閉鎖す
ることによって、世界の運営地域の連帯がより完
璧になり、コスト採算に合うようにした。

具体的に、2003 年 10 月に6千 220 万ユーロで
携帯電話の筐体を製造していたイーモ（Eimo
Oyi）を買収し、それによって間接的にノキア

（Nokia）の受注を獲得するようになった（ノキア
は Eimo の大顧客）。同年 10 月にモトローラのメ
キシコ工場を 1800 万ドルで買収し、この工場は
携帯電話の組立工場である。買収の目的はモト
ローラから安定的な受注の確保である。要する
に、鴻海は優れた部品の製造能力と組立能力に
よって、ノキアとモトローラの2大ライバル企業
から受注を得ることができた。

鴻海が工場を拡大する場合、完全な複製方式を
採用した。つまり、既存の工場の設計、製造工程
の流れ配置を完全に新しい工場に複製し、移植し
ていた。具体的に言えば、鴻海のチェコのパル
ドゥビツェ(Pardubice)工場の製造工程の流れ配
置は、中国深圳の龍華工場をモデルにし、コピー
したものである。まず、龍華工場で標準工場のモ
デルを建て、シミュレーションと録画撮影し、操
業が軌道に乗った後、これをチェコの工場に完全
にコピーした。そのために、チェコの工場が建て
られた後（2002 年8月）、僅か4カ月以内で、月産
20 万台のパソコンの製造を立ち上げることがで
きた。このチェコ工場の前身は軍事用レーダーの
製造工場であり、全盛期には 5000 人の従業員を
擁したが、鴻海が買収時にはわずか 400 人の従業

員しかなかった。鴻海の買収によって軍事産業か
ら民生用電子への転換を図り、欧州向け製品の製
造基地にしている。

2002 年に鴻海は群創光電に投資し、液晶（LCD）
パネルを製造することで、2003 年4月に小寸法液
晶の後工程モジュールの量産化を開始した。同年
7月、群創光電のパネル工場の建設を開始し、大
寸法の後工程モジュールの量産化が始まった。
2004 年 10 月にノートパソコン用液晶パネルの量
産化が開始された。2004 年に鴻海はカラーフイ
ルター製造の展茂光電に投資（持ち株比率2％）
した。同年にエイサーとダイムラー・グループの
無線通信機器の合弁企業・國碁電子を買収し、鴻
海のネット通信の統合能力の強化が実現した。

2004 年の鴻海の売上額は、シンガポールのフレ
ク ス ト ロ ニ ク ス・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

（Flextronics）社を超えて、世界最大の EMS 企業
に躍進するようになった。

2006 年に世界最大のデジタルカメラの OEM
企業の普立爾科技（プレミアイメージ・テクノロ
ジー）が加盟し、グループ内の機械・光電の統合
が強化された。この年に、富士康国際（FIH）は
香港のハンセン（恒生）株価指数の計測の1企業
に選出されるという名誉を獲得した。
表1は鴻海グループの4Ｃ産業(パソコン、通

信機器、消費用電子製品、自動車電子製品)での配
置である13。この表は 2005 年時点の製造状態で
ある。パソコンについては、鴻海のコネクター、
ケーブル、マザーボード、DVD およびパソコン
の組立、鴻準のラジエーター、ラジエーター・モ
ジュール、筐体およびゲーム機の組立、広宇のコ
ネクター、プレイステーション2(PS 2、現在は
PS 3）の回路基板およびヘッドホン、首利のバッ
テリーパッド、パソコンの筐体およびベアボーン、
英群のキーボード、マウスおよびナビゲーション、
麗台と撼訊のモデム、群創光電のパソコン用液晶
パネルなどである。通信機器については、正葳の
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通信用コネクター、ケーブル、携帯電話用バッテ
リーおよび電流管理モジュール、鴻勝のソフト印
刷回路基板、富士康の OEM・ODM、建漢の無線
モジュールである。消費性電子機器については、
鴻海の PS 2（ソニー・コンピュータエンタテイ
ンメント）、正葳の Xbox のコネクターとレバー

（マイクロソフト）、ipod（アップル）などである。

自動車用電子機器については、安泰電業の車用
ケーブルである。そのほかに、沛鑫の半導体用の
機台がある。

2009 年にはドイツ最大流通のメトロ・グループ
（METRO Group）が中国市場に参入し、鴻海と戦
略的パートナーシップを締結した。そして、2012
年秋にメトロとの合弁の家電量販チェーン・万得
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表1 鴻海グループの4Ｃ産業の配置一覧

産業別 部品 モジュール
組立

ODM OEM
パソコン
①鴻海 コネクター、ケーブル マザーボード、DVD ○ ○(パソコン）

②鴻準 ラジエーター、ラジエーター・モ
ジュールマグネシウム合金筐体 ○(ゲーム機）

③広宇 コネクター、ケーブル コネクター、PS2 回路基板、ブルー
トゥース・イヤホーンなど ○

④首利 バッテリーパッグ、パソコン筐体ベ
アボーン ○

⑤英群 キーボード、マウス、ナビゲーショ
ン ○

⑥麗台 モデム ○
⑦撼訊 モデム ○
⑧群創 パソコン用液晶パネル ○
⑨志合 ○
通信機器

①正崴 通信コネクター、ケー
ブル

携帯電話用バッテリー、電流管理モ
ジュール ○ ○

②鴻勝 軟性印刷回路基板
③富士康 ○ ○
④建漢 無線モジュール
消費性電子製品
①鴻海 ○（PS2）

②正崴 Xbox 用コネクターとレバー
iPod ○

③鴻準 ○ ○
自動車電子機器
①安泰電業 車用ケーブル
その他
①沛鑫 半導体機台
（出所）伍忠賢『鴻海藍圖：鴻海集團没寫出來的功夫』五南圖書、2006 年。



城の第1号店を上海にオープンし、今後、中国で
100 店舗以上の展開を図っている。

鴻海傘下の群創光電と奇美グループと同盟関係
を締結し、世界における競争力の向上を図った。
同時に、2009～2010 年に、ソニーのメキシコとス
ロバキアの液晶テレビ工場を買収し、ソニーとの
ビジネス提携により、欧米市場の液晶テレビ産業
のサプライチェーンの構築を図った。

2011 年に鴻海傘下の群創光電は世界第4位（台
湾第2位）の奇美電子と合併し、業界を驚かせた。
奇美電子は奇美実業の許文龍社長が所有する液晶
(TFT-LED)パネルの製造企業である。この合併
後の存続企業名は奇美電子（2012 年 12 月に群創
光電に企業名を変更）であるが、所有者は郭に移
行するようになった。この合併後に奇美電子の売
上額は友達光電のその額を凌駕し、世界第3位に
躍進するようになった。これも 2012 年3月の鴻
海がシャープの筆頭株主になる前奏曲であった。

2011 年に制定された鴻海の5カ年計画による
と、2012 年から 16 年まで、年間売上額は 15％の
増加の計画であり、売上額3兆台湾元で計算する
と、年間売上額は 4500 億台湾元の増加になる。
つまり、1年間に台湾積体電路製造（TSMC）1
社分の売上額の増加を意味している。パソコンの
爆発的成長の時代が終焉を迎え、ノートパソコン
価格の低下によって、利潤の減少をもたらした。

いままで鴻海の中国での「製造の大本営」は深
圳の龍華工場であり、労働者の獲得や従業員の自
殺事件以降、「西移」（中国大陸の内陸部への移転）
が始まるようになった。それは従業員が中国の内
陸部の故郷から深圳に単身赴任によるストレスに
対する配慮によるものである。

ソニー、任天堂の OEM 製品は消費電子製品事
業群(CCPBG)の山東煙台に設け、富士康国際

（FIH）の携帯電話代理製造はノキア、モトローラ

などの顧客の近くの北京から天津の間の「廊坊工
場区」に設け、金具製造の鴻超準事業群(SHZBG)
は親の故郷の山西晉城に設けた。過去の深圳龍華
への一極集中から、中国各地に分散する方式に大
きく変化するようになった14。

おわりに

いままで鴻海の「勝利の方程式」とは、海外の
ブランド企業から製造を受託し、中国で安価な労
働力の大量投入による規模の経済効果が発揮でき
る方式（薄利多売）によって達成したものである。
しかし近年、中国の賃金高騰によって、旧来の勝
利の方程式では次第に限界を迎えるようになっ
た。郭はシャープなどとの協力によって旧来の低
付加価値から高付加価値へのシフトを試みてい
る。

近年、液晶パネルの価格低迷によって買収した
奇美電子は赤字経営の状態で、経営参加のシャー
プも赤字経営の状態である。鴻海はシャープの株
式を1株当たり 550 円で取得を予定したが、2012
年6月 22 日の株価の終値は 425 円と予定額より
約 23％も下落し、約 64 億台湾元（約 171 億円）の
含み損が発生している計算になっている。その
後、一時はシャープ株1株当たり 140 円台まで下
げ、鴻海は取得価格の引き下げを求めたが、鴻海
による出資が期限の今年の3月 26 日まで実施さ
れなかった。鴻海が求める中小型液晶の技術供与
などにシャープは消極的であり、鴻海からの出資
の実現は難しい情勢である。そのほかに、米・アッ
プル社の最新スマートフォン「i Phone5」の販売
の伸び悩み、生産調整に入り、鴻海に余力がなく
なりつつある。果たしてこれからの戦略移行は上
手くいくのか、郭の次の一手とはどんなものなの
か、氏の強靭な手腕に期待したい。

1 大西康之「危機の電子立国 シャープの決断」『日本経済新聞』2012 年5月 21 日～26 日付および3月 26～28 日の日本経済新聞
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など各新聞社の報道。
2 近藤伸二『アジア実力派企業のカリスマ創業者』中央公論新社、2012 年。
3 池田光史、他「特集 家電敗戦―失敗の本質」『週刊 ダイヤモンド』第 100 巻 23 号、2012 年6月9日。
4 張戌誼・張殿文「奮力飛行的孤雁」（張戌誼・張殿文・盧智芳など『三千億傳奇 郭台銘的鴻海帝國』天下雜誌、2002 年に収録）。
5 陳芃婷「鴻海企業經營策略之研究」交通大學管理學院科技管理研究所碩士論文、2002 年。許龍君『台灣世界級企業家領導風範』

智庫股份、2004 年。
6 陳芃婷「主動培養核心能力以創造競争優勢：以鴻海企業為實証案例」交通大學管理學院科技管理研究所博士論文、2006 年。
7 張殿文、前掲書、2005 年、104 ページ。
8 徐明天『郭台銘與富士康』、泰電電業(馥林文化)、2008 年。
9 川上氏は製品のコモディティ化によって標準的な製品設計（ドミナント・デザイン）が確立したと指摘した。川上桃子『圧縮さ

れた産業発展―台湾ノートパソコン企業の成長メカニズム』名古屋大学出版会、2012 年、122～126 ページ、143～145 ページ。
10 王樵一『創兆奇蹟的郭台銘』超邁文化國際、2007 年。
11 伍忠賢『億到兆的管理―郭台銘7Ｍ鐡則』五南圖書出版、2006 年。張殿文、前掲書、2005 年、118 ページ。
12 余文郎「紅海、藍海―從鴻海與廣達的競合関係探討 IT 産業的藍海世界」台灣科技大學管理研究所碩士論文、2006 年。林宏文・

高玉齊・林易萱「郭台銘苦戰」『今周刊』第 622 期、2008 年 11 月。
13 伍忠賢『鴻海藍圖』五南圖書出版、2006 年、29～30 ページ。
14 頼筱凡・林宏文、「郭台銘没説出口的秘密」『今周刊』第 756 期、2011 年6月、2011 年6月。
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「日台ビジネス・アライアンス 現状と課題
相互補完性と日本経済活性化」

財団法人）資訊工業推進会 顧問 海老原 信義

はじめに――感激と自省 （WBC 日台戦）
3月8日（金） その日はたまたま台湾に長期出張する友人の「壮行会」を予定しておりました。

どうせなら友人の台湾在住中の話題づくりにと、スポーツ・BAR に参集、観戦となりました。メン
バーは4名、ただ誰も野球には興味が無く、筆者に至ってはこの数年野球 TV 観戦もした事がありま
せん。

4名とも試合前は、「まぁ 日本が勝つだろう」と根拠の無い楽観。
ところが試合が始まるや、皆さまも御存知の緊迫・白熱した大熱戦。試合中は友人の台湾での受け

入れ先、工業技術院の責任者の方とリアル・タイムにメール交信。両国（にわかサポーター4名）と
も一球・一打に悲喜交々。

試合は日本の劇的な逆転劇にて終了しましたが、試合後両軍の死力を尽くした戦いに満足感と清
涼感に浸りました。

両国の野球界、選手の皆さんの長い交流、切磋琢磨があってこそこのような名勝負になったと思い
ます。

ひるがえって筆者が係わっている、「日台経済連携」筆者は、選手の皆さんの様に真剣に取り組ん
でいるのか自省させられました。日台産業界共に、「世界一」を目指し、真剣に「競争、共創」してい
かなければと考えさせられました。

1．日台経済連携の現状――堅実に拡大

最近の中国情勢変化、ASEAN 諸国の飛躍的な
経済成長、および台湾経済部傘下で組織化された
TJPO（TAIWAN̶JAPAN COLLABORATION
PROMOTION OFFICE）の日本政府機関、企業
への地道な活動もあり、経済連携先としての「台
湾」のメリットも理解を深め、連携は堅実に拡大
しております。

すなわち、台湾の投資先、連携先としてのメリッ
トとしては、
①日台民間投資協定締結による、安定且つ秩序あ

る投資環境。投資インセンティブ。
② ECFA（中国との貿易協定）、台湾企業の中国

内サプライ・チェーン網活用による 中国進出
リスクの低減。

③経済特区 日本企業向け工業団地、中小・ベン
チャー企業向けインキュベーション施設の利
用。

④知的財産権、著作権への法的な保護。
⑤中華圏で最も親日的な国家。等あげられます。

又日本経済新聞 2月5日付け「アジア ビジネ
ス マップ――消えるフロンティア 進出戦略、事
業コスト見極め」に大変興味深い記事が掲載され
ておりました。アジア諸国で勤務した御経験のあ
る方ならば、直観的に理解されている事が数字と
なり示されておりました。
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アジア各都市の・工場労働者の人件費・オフィ
ス賃料・電力料金・牛乳価格・犯罪指数の5分野
を選び、バンコクを基準に（20 ポイント、トータ
ル 100 ポイント）各都市の事業コストの比較がさ
れております。

台北は北京（170 ポイント）より 10 ポイント低
い（安価）160 ポイント、上海は台北より 10 ポイ
ント低い 150 ポイント。要は台北は 北京 上海と
比較し、事業コストでは殆ど差が無いとされてい
ます。

台北へのコメントとして「人件費は高いが、他
都市の急激なコスト増で相対的な割安感も出てき
た。」とあります。

基準となるバンコクは 100 ポイント、武漢も同
様の 100 ポイント。ジャカルタ 95、最も安価な地
域はチェンナイ 70 ポイント。最も事業コストが
高いのは香港 260 ポイント。

当記事の結論は、アジアにおいては、バンコク
に比較し極端にコストが低い都市は無い。「企業
は事業内容にふさわしい進出先をこれまで以上に
慎重に探していく必要があり。」としております。

さて日経がコストの比較基準とした5分野
に、・インフラ供給の安定度（停電件数）・道路、
鉄道、港湾、税関など物流基盤、・ストライキ発生
リスク・撤退リスク・駐在員の安全、安心等加え
ると「トータルな事業コスト」では台湾は更に優
位になるのではと考えております。

台湾製造業の経営者もこの点は認識しつつあ
り、台湾への回帰が始まっております。

☆台湾政府の投資インセンティブ、また投資先と
しての事業コスト・中国・ASEAN 諸国への足が
かりとしての優位性は日本の産業界にて理解さ
れ、日台経済連携は堅実に拡大しております。下
記に幾つか具体例で御説明させて頂きます。

・業種の拡大：従来はエレクトロニクス関連が多
かったが映画・ゲーム等ソフトコンテンツ産業、
大型商業施設、環境開発産業（リサイクル、無害
化処理技術）、税務・会計・コンサルサービスと連
携の業種が広がっております。またエレクトロニ
クス産業も、スマート・シティ、センサーネット
ワークを利用した災害予知、減災システム、車載
通信とすそ野を広げております。その他にも食品

（日本食 ラーメン）、ファッション、コンビニ業界
は、大変な勢いで台湾に進出しております。

環境開発産業については、台湾国民の環境意識
の向上もあり台湾各市政府（新北市 高雄市他）の
環境管理の責任者が、環境改善先進都市である北
九州市、神戸市、横浜市を訪問し生活廃棄物の削
減施策、産業廃棄物の回収、リサイクル、無害化
技術について積極的に学んでおります。
日台両国市政府にとり、廃棄物処理場の建設等に
あたり地域住民への説明・合意を得ることに大変
苦慮しており、双方の意見交換は大変貴重なもの
でありました。

・業態の拡大：従来は大手企業中心の連携から（目
立つのでそう見えますが 実はしっかりした中小
企業は、かなり以前から台湾を活用。）中堅・中小・
ベンチャー企業と幅を広げております。

特に 独立行政法人）中小企業基盤整備機構（以
下 SMRJ）と TJPO の連携により、日本の優秀な
―経営革新に真摯に取り組んでいる、台湾進出を
希望している―企業へのアジア市場進出支援がス
タートしております。

日本の中小企業へは、「開発・生産は日本で行っ
て下さい。販売・物流・現地仕様への対応等」で
お手伝いさせて頂きますと明確に述べておりま
す。台湾政府 ,TJPO は日本の雇用問題も理解
し、又優良な中小企業の保有している技術はそう
そう簡単に移転出来ない事も理解しております。
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日本の中小企業の3％しか海外ビジネスに進出
していない現状を考えると（実態は製品・装置の
部品他として組み込まれ輸出されていると推察）
今後 日本の中小企業成長に貢献できるのではと
考えております。

中小企業にとって、言葉の壁、商習慣の壁は大
きく、カタログ・仕様書作りから売掛金の回収ま
で大変な困難が伴います。アジアで日本以外に約
束通り（支払い条件に従って）お金を払う国はあ
まりありません。筆者は中小企業の経営者には、
前途金を受け取ってから出荷しなさいと伝えてお
ります。信頼できる販売パートナーがあればこの
不安も払拭されます。

また SMRJ 主催の中小企業「総合展」が東京・
大阪で開催され、昨年 10 月の東京での「総合展」
に TJPO もブースを頂き、投資インセンティブ等
の御説明、アピールをさせて頂きました。（当展
示会は日本の中小企業のビジネスマッチング、及
び海外―中国・韓国・タイ・ベトナム等アジア諸
国、中南米諸国からも出展。各国政府は誘致活動、
企業は製品紹介 日本でのパートナー探しを行っ
ております。参加者4万8千人）

昨年の総合展の際に、台湾）TJPO から派遣さ
れ た 2 名 の 説 明 員 が、SMRJ 支 援 の RIN
CROSSING の展示商品を見て大感激。「海老原さ
ん この商品台湾に紹介して！ RIN CROSSING
と連携させて！」との事。

RIN CROSSING は「地域資源商品」（各地の伝
統工芸技術、食品加工技術）を基に、そのままの
商品スタイル、少しモダンな味付けをした商品、
切り子硝子、陶器、漆、繊維、木材加工品等の「匠・
職人」企業への支援をしております。

こうして昨年末より SMRJ RIN CROSSING と
の連携も始まり、出店計画等検討がされておりま
す。

この検討過程で筆者は全くの門外漢（伝統工芸
台湾で受け入れられるか）の為、多くの台湾人か
ら意見を聞きました。結果は「本当に好きなん
だ。」であります。特に台湾の若い方々の日本の
伝統文化への思い入れ、「おもてなし」等のサービ
スへのあこがれ、深い敬意に認識を改めました。

さて以上は、日台経済連携の拡大（伝統工芸品
まで）成功事例で将来も安泰？であるかのようで
ありますが、将来の更なる発展・深化を考えた際、
懸念・課題もあります。以下日台連携の打ち合わ
せ現場で感じた・考えた課題について記したいと
考えます。
（筆者は日本エレクトロニクス・メーカーにて

34 年 その後台湾 OEM・電子部品メーカーに3
年で現職に至り、TJPO の日台連携を支援してお
ります。この為エレクトニクス業界にかたよった
見解になってしまう事をお許しください。）

2．課題

・技術開発力（日本側から見ると技術格差）：最大
の課題でありますので重点的に記させて頂きま
す。

最近、連携案件として増えてきた開発分担。日
本企業は開発リソースに限界があるので、アジア
新興国向け製品については、台湾との開発分担を
行いたいとの意向。基本技術は日本側を基にし、
コスト低減の為、機能を絞った製品、現地の規制

（電気・安全等）に合致させる製品は台湾開発・製
造。販売は日本企業のブランド。

このような開発分担の現場で起こりやすいの
が、日本側「当社の基本技術を理解していない。」
台湾側困惑。

台湾側「基本技術の全てを開示していない。せ
いぜい機能と接続方法ぐらい。」（日本側「当然ブ
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ラック・ボックス化」してある為、開示しない。）
日本側「PC にしろスマホにしろあんなに高性能
の製品を作っているのに～、技術の出し惜しみ
か？本当にないのか？」このように双方、意見の
GAP が生じます。

この開発現場での混乱の原因は、両国の産業発
展の基本的な相違から生じていると考えておりま
す。

また、昨年からの FOXCON による SHARP へ
の出資、TSMC による日本半導体メーカーの工場
への出資と台湾メーカーの動向が大きく報道され
ていることも一因ではありますが、この両社はビ
ジネス面での成功であり、技術面で優位に立った
訳ではありません。

日本企業は、自社開発・技術＝生産で成長して
きましたが、台湾は開発・技術は他社から、台湾
は生産のみであります。いわゆる生産受託

（OEM・EMS）であります。

それでは台湾側 生産＝日本側 生産と同義か？
これも意味が全く違います。顧客は、商品設計の
仕様、製造仕様、品質管理仕様 時には（多くの場
合）材料、製造設備、検査機器まで指定。台湾企
業はこれらの仕様に準じ、如何に効率よく生産す
るかが最大の経営課題であります。この為、生産
に使用される材料・部品（半導体・電子部品）に
ついてその機能は理解しておりますが、その材
料・部品そのものを開発する事は出来ません。

製造装置についても同様であります。（台湾の
エレクトロニクス・メーカーが日本の材料・部品・
装置メーカーの良い顧客であるゆえんでありま
す。）

以上から台湾エレクトロニクスメーカーは、極
言しますと、開発投資無し、マーケティング無し

（営業人員も極端に少なく）、製造者責任無し、特
許紛争の可能性無し、中国の安かった人件費を活
用し利益を挙げてきました。

最近では、自社開発・ブランドの会社も出てき
ました。開発投資負担、営業・SCM 投資負担、ラ
イセンス紛争等乗り越え成長可能か見守りたいと
考えております。

筆者の私見は、台湾企業・事業部門の技術レベ
ルを意味しており、個人のレベルでは全く異なり
ます。台湾の若い研究者、エンジニアは世界の最
先端の研究施設・大学・企業等で開発に勤しんで
あります。台湾政府の大きな悩みは頭脳流失であ
ります。彼らは研究に最適な環境（賃金含め）を
求め易々と国境を超えていきます。

世界各地で台湾人研究者が、バイオエレクトロ
ニクス、先端医療、ナノテク等先端素材の研究に
従事しております。この点は見過ごしてはならな
いと考えます。米国の IT 不況の際、多くの台湾
人エンジニアが帰国し、現在の成長を支えました。
一人ひとりの頭脳の中では、要素技術・基礎技術
は理解されていますが、企業としては「早期に規
模の利益」を求めざるを得ず、現在のビジネス・
モデルに至ったと理解しております。

☆日本企業が今後共同開発、開発分担を行う際、
お互いに「技術」と呼んでいるものが本質的に違
う事を再認識頂き、台湾側の技術理解度を事前に
充分確認される事をお勧めします。また今後共ア
ジア市場での良きパートナーとして育成する際に
は、ある程度御社の固有技術を開示・教育をする
必要があると考えます。

その際には、是非何故このような方式を採用し
たか・何故このような回路にしたか・何故このよ
うなソフトの構成なのか等、目的も含め御説明頂
きたいと考えます。次の開発時に必ず役に立ちま
す。
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余談ではありますが、台湾 OEM・EMS の最大
顧客は米国です。何故米国企業は台湾企業に生産
委託するのでしょうか？筆者が台湾企業に勤務し
てたおり、米国大手 IT メーカーの幹部（65 歳、
台湾 OEM の歴史をよく御存知の方）に聞いたこ
とがあります。答えは「当社は一時 中国に自社
工場を保有・生産していたが、言葉の壁もあり（指
示が正確に伝わらない、従業員教育が出来ない）
生産が安定しない。又 法令・税制頻繁に変わり
折衝・管理が煩雑。この為中国生産から撤退し以
前から取引のあった台湾メーカーにお願いした。」

要は無駄な？努力はしないで 諦めよく台湾企
業に委託した訳であります。日本企業との生産戦
略の比較上、大変参考となりました。

・台湾側の技術開発の取り組み：差別化技術の開
発

昨年より、台湾の産業界では、「四大惨業」とよ
ばれている事業があります。つい最近までは先端
商品であった、「DRAM」「LED」「LCD」「ソーラー
パネル」であります。参入メーカーが多すぎたと
いうきらいもありますが、製品ライフタイムの短
縮、中国メーカーとの競合により大変な苦境に
陥っております。

この問題もあり、台湾政府、企業経営者も自主・
独自技術保有の必要性は良く理解しており、
・中国での人件費 UP・利益率低下への対応⇒ FA
導入等生産の効率化。
・製品ライフタイムの短縮⇒あっという間に

「COMMODITY HELL」に陥る⇒差別化技術
・中国企業（市政府支援）の市場を無視した、大
量生産
・安値攻勢⇒差別化技術の取得が必須と認識はし
ております。先程の「四大惨業」も現在 新しい技
術開発に取り組んでおり（一部は日本企業と）再
生してくるのでは考えております。

台湾政府も産業の高度化戦略として、2008 年
「六大新興産業」を策定バイオテクノロジー、ク
リーン・エネルギー産業、先進医療他、2010 年「四
大新興スマート産業」としてスマート・グリーン
建設、クラウド・コンピューティング、EV －
CAR 他を指定、育成を図っております。今後成
果が顕在化してくる事を期待はしております。こ
の領域での台湾の公的開発機関、大学の一層の奮
起が必要と感じております。

企業経営者も自社固有技術の開発、ベンチャー
投資・買収等による技術の取得を図っております。
今後は更に中長期的な視野で継続した開発投資を
心がけて頂きたいと考えます。

エレクトロニクス業界以外でも、製品ライフサ
イクルの短縮、中国他 ASEAN 企業との競争が熾
烈となり、従来の日本に「一歩遅れて参入」戦略
は通じなくなりつつあります。

最近台湾経営者から、「東レとユニクロのよう
な関係は素晴らしい。台湾もあのビジネスモデル
を見習わなければ」と言っておりました。彼は今
後材料発の商品・サービスの差別化が更に拡大す
ると推察しておりました。

その際には、日本の産業界の持っている技術力
で新しいイノベーションが産まれ日本企業が成長
すると考えておりました。

さてこのように書いてしまいますと、日台の開
発連携は相当困難さが伴うお考えになってしまう
でしょうが、―相当な工夫・努力が必要ではあり
ますが―開発された「技術をお金に換える」のは
台湾企業は得意であります。

日本の家電メーカー、半導体メーカーの苦境に
比べ、なんとなく台湾は上手くやっているように
感じますが、台湾企業も相当な努力を払っており
ます。以下に台湾企業の努力の成果と、日本企業
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との相互補完性について記します。

3．相互補完性の追求

・マーケティング・センス・コミュニケーション
能力

先程米国企業が何故台湾メーカに生産委託した
経緯を記しましたが、その背景には 70 年代、80
年代に優秀な台湾人エンジニアが米国に渡り（当
時台湾では職が無かった。）、大学・企業で経験を
積み人脈等を深めたことも大きな要因でありま
す。彼ら・彼女らが台湾に戻り、企業経営者・事
業責任者となり米国企業との折衝に当たりまし
た。現在も両国 TOP 同士の信頼感は強く、また
台湾側も細心の注意を払って米国企業 TOP と接
しております。真剣に彼らの話・要望を聞き、理
解し、生産対応を素早く整えるように心掛けてお
ります。
（OEM・EMS 会社は顧客と一蓮托生である為当
然ではありますが）

台湾企業の皆さん（TOP を含め）コミュニケー
ション能力（英語力）、折衝力は日本人をはるかに
しのぎます。

当たり前でありますが 北京語も話せます。生
産拠点は中国ですので、中国政府、市政府との折
衝を通し、中国の生の現状をよく理解しておりま
す。同時に中国のマーケット動向も常に把握して
おり、クローン・コピー製品の価格帯、自社製品

（米国ブランド品）との価格差も常時チェックし
ております。

顧客である米国企業の開発方針も理解している
ので、時にはマーケット情報を提供しております。

既に大手 OEM・EMS 企業は 中国内に米国企
業製品の販売網を持っています。（米国企業は、
開発・ブランド戦略に専念、生産・販売網は中国・
台湾では台湾企業に委託しつつあります。）

日本企業の皆さんと、台湾企業が価格条件で折
衝が難航する事があります。日本側はもっと高く
売れるのでは！台湾側は3割時に5割安価で無け
れば顧客に受け入れられない！この差で有りま
す。ただ残念ながら現実は台湾企業の指摘通りと
なります。

日本企業もアジア市場で勝ち抜く為には、彼ら
のマーケティング情報から、自社製品の機能・デ
ザインの絞り込みを行い、コスト競争力・ブラン
ド力を更に付ける必要があります。

・量産手法
生産技術も無いのに量産手法とは？と驚かれる

でしょうが、不良が出ない・出にくい生産手法（ラ
イン設計）を工夫して構築しております。同時に、
不良が見えない（機能には問題無く、外観上だけ
の不良）製品設計を顧客に要求し、生産効率を上
げております。（日本企業も工夫はされていると
思いますが、徹底しております）
・部材の内部生産

意外な側面ではありますが、自社で使う一部の
材料、部品を内作しております。中国製品の品質
がばらつく為、自社で生産する事により、品質管
理の一貫性が図れ、コストダウンが可能となりま
す。電線も銅のインゴットから購入製造、成形用
樹脂原料、金型・冶工具、簡易な製造設備、コネ
クター等自社生産し、外部にも販売しております。
また、顧客製品に戦略的な差別化を施す部品（高
精細液晶等）については、企業買収・出資等によ
り、自社部品化し、顧客要求に応え、安定調達を
図ります。

中国で生産している日本企業もこれらの量産手
法は大変参考になりますし、中国の台湾企業から
の材料・部品等の調達を検討されたらと考えます。
・システム化による効率UP

米国顧客からの要請もあり、顧客サービスの一
環としてリアルタイムに生産進捗情報を提供して
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おります。生産指示から、進捗、計画・予算と実
績分析のシステムは進んでおり、人員も非常に少
なく効率的であります。

以上御説明のように台湾企業もマーケテイン
グ・顧客対応・生産効率化に励み、独自の KNOW
－ HOW を蓄積しております。

☆日本企業の地道な開発努力（素材 生産設備
商品に至るまで）と台湾のマーケット力・交渉力、
中国での生産 KNOW － HOW が上手く繋がる
と、日本企業の成長に更に貢献できるのではと考
えております。

極端な言い方をすると、新興国向けは台湾企
業・日本との共同マーケティング・商品企画、日
本・台湾での開発・試作、台湾企業への生産委託。
販売も台湾企業の SCM を利用。

先進国向けは日本での製品企画、開発、試作、
製造、販売。この組み合わせが極端ですが最も適
合的ではないかと考えます。

個別企業様の業態・製品特性から色々な制限も
あり、選択肢もあると考えます。以上はあくまで
も筆者のエレクトロニクス産業、及び現在の日台
経済連携の現場という狭い分野で経験し、考えた
私見であります。

皆さまの海外、アジア進出検討の一助となれば
幸いであります。

4．底流の変化―若い台湾人の意識変化

最後に台湾の若手エンジニア・ビジネスマンと
の交流から感じた事を―底流・潮流の変化―を記
します。

前段にて、台湾の若い方の日本の伝統文化（茶
道・生け花まで）、伝統工芸品、おもてなしへの尊
敬・あこがれを書きましたが、その心の底流には

何があるのか？

彼ら、彼女らの心の底流に、経済成長・市場経
済・競争等我々世代が当たり前としてきた事に対
する「諦観」がある様な気がします。生活の為働
く訳ですが、何か今までの台湾人ビジネスマンと
違うのです。

国が豊かになり、余裕が出てきた証とするのは
簡単ですが、もっと複雑で深いような気もします。

彼らは、リーマン・ショックを経験し、「売りぬ
く資本主義」が産み出す悲惨さを知りました。米
国で働いていた友人がリストラされたでありま
す。また上海の経済成長・高層ビル乱立の「陰」
も良く見ております。

中国の大気汚染、公害問題、食の安全問題には
呆れかえっております。

更には日本の原発問題の根の深さも知り、現状
のままで良いのか？我々（60 歳代）以上に深く考
えております。

この為、数百年変わらずに続く日本の芸術・工
芸、自然を破壊せずに人を楽しませる・心を豊か
にさせる「何か」にあこがれているのではと推察
します。（ある台湾人の友人からのアドバイスで
すが）

彼らが心底興味を持つのは、伝統・自然と調和
した地域・都市、商品、サービスだそうです。
（最近台北等都市部で日本統治時代の古い民家を
改修し、喫茶店・レストランとして利用するのが
流行っているとか）

環境保全意識も高く、再生可能エネルギー、有
機栽培での農業、水質浄化システム等に大変強い
興味をもっているそうです。これらの領域での日
台連携も興味深いものがあります。

この底流の変化は他のアジア諸国も同じか？筆
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者は分かりませんが、ある種の従来型経済成長へ
の「諦観」はどの国の「若い人々」にはあるので
はと考えます。

国家も企業もこの底流の変化を見過ごすと大き
な間違えをおかしそうな感があります。

自然、地域、伝統、家族、友人との「共生・調
和」を「競争」する（だから旧人類は駄目と言わ
れそうですが）時代がくるのか～。などと考えて

おります。

「道徳なき経済は犯罪である。経済なき道徳は寝
言である」二宮尊徳

この言葉を最後に当原稿を閉めさせて頂きま
す。

以上
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台湾ランニング事情 第3回
2012 台北マラソン

石原忠浩（台湾・政治大学国際関係センター助理研究員兼助理教授）

亜熱帯の台北でも 11 月以降は涼しくなり、本格的なロードレースシーズンになる。台湾のロード
レースの中でも最も認知され、規模の大きい大会は毎年 12 月中旬に台北市内で開催される「台北マ
ラソン」である。

同大会には例年「10 万人以上」の参加があり、沿道の応援者も多い大会であるだけでなく、数年前
からは海外から招待選手を招く賞金レースにもなっている。小生にとっても、昨年の同大会で初の
フルマラソン体験となった今レースを報告する。

1．台北マラソンの歴史沿革

毎年 12 月に台北で開催されるマラソン大会は
スポンサーである富邦金控（Fubon Financial
Holding Co.）の企業名を冠した「富邦台北マラソ
ン」と呼称される。

同大会の主催者は台北市政府と中華民国ロード
レース協会（中華民国路跑協会）、指導単位はス
ポーツ行政を担当する行政院体育委員会の名前が
連ねられている。大会会長には郝龍斌台北市長が
就くなど官民協力のもとに実施されているレース
である。

同大会は台湾におけるロードレースで最も規模
が大きく、知名度が高いものであるが、歴史を調
べて見るとその変遷もまた興味深い。同マラソン
大会は、未だに戒厳令が施行されていた 1986 年
に「台北国際マラソン」として始まったが、当時
は理由は不明なるもフルマラソンではなく 12 キ
ロ、23.5 キロで実施されていた。その後、台北市
内の地下鉄工事のため 1990 年から 2000 年の間は
中断されたが、地下鉄工事の影響を受けない高速
道路を利用した「国道マラソン」が 1996 年から開
催され、右に「台北マラソン」の名称は引き継が
れていた。（2001 年から台北マラソンが復活した
ことにより、「国道マラソン」は一時中止になった
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1 スタート前の様子 2 ゴール付近の様子



が、2002 年以降は、毎年3月に台北市内の高速道
路を利用した「台北国道マラソン」、12 月には一
部市街地を走る「台北国際マラソン」を実施する
こととなり現在に至っている。）

2004 年に外資の ING グループが正式なスポン
サーとなることで大会の名称も「ING 台北国際マ
ラソン」となった。2008 年には ING 社が台湾で
の経営権を台湾大手金融機関の富邦金控に合併さ
れたのに伴い、2009 年以降の大会では「富邦マラ
ソン」の名が定着するようになった。そのため台
湾では通常「20 ○○富邦マラソン」と呼ばれてい
る。また、開催回数に関しては、スポンサー名を
冠するようになった 2004 年大会を第一回として、
本年の大会が第9回目の大会と呼称されることが
多い。

9回の歴史を紐解くと、前回紹介した陽明山
ロードレースと同様に、当時台北市長の馬英九総
統が 2006 年大会の9Ｋ部門に参加し、54 分 59 秒
で 完 走 し て い る 記 録 も 確 認 で き る。（http:
//www.sportsnet.org.tw/score_ing9.php）

2．大会概要

2012 年 12 月 16 日に開催された「2012 富邦台
北マラソン」の概要を、参加者に送付されたパン
フレットを参考に紹介する。「10 万人参加の大
会」と謳っているものの、フルマラソン、ハーフ
マラソン、9キロの有料種目の参加者数は、それ
ぞれ7千、1万8千、1万8千であり、最大で合
計4万3千人である。また小学生を対象にした

「児童組」（600）、警察消防関係者を対象にした「警
消組」（1200）を含めても合計では4万5千人に満

たないが、右種目以外にレース当日に無料で参加
できる市政府周辺の周回3キロコースを走る（歩
く）「Fun Run」がある。右レースは、先着1万人
が記念品をもらえるとの紹介があった。この
Fun Run には例年、5万人以上の参加があると言
われている。

表1は「2012 富邦台北マラソン」のレース種目
の種類と参加費用の概要である。参加費用には、
フルマラソンの場合、ランニングシャツ、バスタ
オル、完走メダル（完走者のみ）、スポーツドリン
ク、コンビ二弁当などがつき、レース後に計測チッ
プを返却すると 100 元戻るシステムになってい
る。台北マラソンは市民参加型レースである一
方、「国際マラソン」という側面を強調するように
海外からエリートアスリートの選手を招く「賞金
レース」でもある。同パンフレットには 12 名の
招待選手が顔写真付で紹介されているが、残念な
がら日本からのエリートアスリートの参加者の名
前は見られなかった。

表2はフルマラソン上位者が獲得できる賞金金
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表1 レース種目の概要及び参加費用

種目 42 キロ 21 キロ 9キロ 児童（2Ｋ） 警察消防
参加費用 1000 元 800 元 400 元 無料 無料
時間制限 5時間 30 分 3時間 30 分 90 分 30 分 90 分
参加人数 7000 18000 18000 1200 600
開始時刻 0700 0730 0930 0730

3 ゴール付近の様子



額一覧である。世界最高記録樹立時には 100 万ド
ルという超高額報酬のあるマラソン大会と比べる
と、見劣りするが、プロランナーとしては、参加
を考慮できる大会のはずである。

例年成績上位者は海外の招待選手に独占される
ため、同大会では台湾人上位枠も設けられており、

「台湾人アスリートのマラソンへの挑戦を鼓舞す
るため」に台湾人の男女トップには、20 万元の賞
金が授与されると記されている。また、ハーフマ
ラソンの優勝者には5万元、9キロレースの勝者
にも2万元が授与されると紹介している。

表3は、主催者の中華民国ロードレース協会の
ホームページで確認できる 2005 年以降の男女別
の優勝タイムである。2011 年のレースでは、男子
が2時間 10 分台、女子も今大会で初めて 30 分の
壁を破る 27 分台の大会新記録を更新し、勝者は
200 万元の賞金を獲得している。

今大会のパンフレットに紹介された国際エリー
ト選手リストには、男子7名（ケニア6、エチオ
ピア1）、女子5名（全てケニア）が顔写真付で紹
介され（残念ながら筆者が知っている選手はいな
かった）、最高記録は男子が2時間7分台2名、8
分台2名、9分台1名、10 分台2名。女子は 21
分台を筆頭に6人 26 分以内のベスト記録という

「豪華メンバー」が名を連ねていた。
また走る実際のコースは、「台北マラソン」とは

言いながらも、交通規制等の問題もあることから、
市街地を走るのは、スタート地点の 101 ビルを見
上げられる市政府から市内でも指折りの目抜き通
りの仁愛路から中山北路の約8キロの後は、基隆
河沿いの路を約 30 キロ走り、最後の約5キロだ
け市街地を走るコースとなっている。
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表2 マラソン上位入賞獲得賞金一覧

1位 120 万台湾元（大会記録は 200 万元） 6位 5万台湾元
2位 50 万台湾元 7位 4万台湾元
3位 30 万台湾元 8位 3万台湾元
4位 10 万台湾元 9位 2万台湾元
5位 7万5千台湾元 10 位 1万台湾元

表3 台北国際マラソン過去6年の優勝タイム

男子優勝タイム 女子優勝タイム
2005 2時間 11 分 54 秒 2時間 33 分 39 秒
2006 2時間 11 分5秒 2時間 30 分 56 秒
2007 2時間 17 分9秒 2時間 33 分1秒
2008 2時間 15 分 37 秒 2時間 30 分 44 秒
2009 2時間 15 分 57 秒 2時間 30 分5秒
2010 2時間 14 分4秒 2時間 30 分 37 秒
2011 2時間 10 分 24 秒（大会記録） 2時間 27 分 36 秒（大会記録）
2012 2時間 15 分 27 秒 2時間 30 分 19 秒

4 ゴール付近の様子



3．レース結果と雑感

新聞報道では、4万5千人のレース組、8万人
以上の Fun Run 参加者で合計 12 万人以上が参加
したと報じられた。1TV ニュースや新聞の写真
で見る限りは、対外的に宣伝してきた「10 万人規
模のマラソン」という約束は守られたようであっ
た。

レースはエリート組と一般参加者を区別するた
めエリート選手だけ定刻の3分前の6時 57 分に
号砲。一般参加者は3分遅れの7時にスタート。
優勝は、男子はケニアの JOSHAT KAMZEE
JEPKOPOL が2位と2秒差、3位と7秒差の激
戦を制したが、記録は「平凡」な2時間 15 分 27
秒に終わった。女子も、マラソン王国ケニアの
CAROLINE CHEPTONUI KILEL が歴代2位の
記録となる2時間 30 分 19 秒で優勝した。なお、
台湾人では、蒋介文が2時間 19 分 14 秒という「好
記録」で 20 分の壁を破り、優勝した JEPKOPOL
から潜在能力を評価され「ケニアで訓練を受けた
らどうかと薦められた」と報じられた。2なお、台
湾の男子マラソン最高記録は2時間 14 分 35 秒で
あり、20 分を切っているのは7人、蒋の今回の記
録は本人にとって2番目、台湾歴代7位に相当す
るタイムであった。

当日の気象条件はスタート時の気温 20 度、湿
度 83％とこの季節にしては、温度湿度ともに高め
であった。（筆者ゴール時の 11 時台の気温は 25
度、湿度 70％。）この気象条件については、男子優
勝の JEPKOPOL が、「暑すぎた、もう少し早い時
間のスタートなら、選手にとっても良かったであ
ろう」と指摘したように、筆者も 10 時頃に陽が照
り付けた際には、「脱水症状になるのではない」か
と心配するところもあったが、実際に暑さから熱
中症や軽いショック症状に陥る者もいたが、医療
関係者の迅速な処置により大事に至る選手は無
かったとの由であった。確かに、多くの台湾の

ロードレース大会のように6時スタートであれ
ば・・・とは思った。

蛇足になる筆者自身の走りであるが、昨年の同
大会は、装備も調整もあまり考えずに臨んだが、
多くのマラソン本が指摘するような教科書どおり
の運命に陥った。すなわち、30 キロまではそこそ
こに快調に走れたが、最後の 10 キロに 100 分近
くも要する「完全失速状態」となり、這うように
してゴールにたどり着き4時間 47 分台という「屈
辱的な」初マラソンとなった。「屈辱」から1年、
本格的な練習を積んだとは言い難いものの、若干
の失敗経験を重ねた状況で臨むことになった4度
目のマラソンは、昨年はあちこちで散見された「日
本頑張ろう」、「台湾ありがとう」のような日台友
好アピールの言葉をゼッケンや背中に記した日本
人ランナーとの出会いもなく、黙々と走る。25 度
の暑さと格闘しながらも余力を残し？ 30 キロを
2時間 48 分台で通過し、一瞬だが「サブフォーも
夢ではないか？」との期待がよぎったが、35 キロ
過ぎに「想定内」の失速を起こし、その間に「4
時間」と書かれた風船を帽子にくくりつけたペー
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5 40 キロ地点の筆者、バックは 101



サー？（だと思う）にも抜かれ、ゴール目標を「4
時間5分」、「4時間 12 分」と自己下方修正しなが
らも、昨年のような「大失速」をすることなくど
うにか4時間 14 分でゴールできた。昨年のレー
スより 33 分短縮し、台南マラソンの記録を 27 分
上回る自己ベスト更新となったが、「もう少し行
けたはず」という後悔を残したレースとなった。

表4は各レースの完走者の統計である。フルマ
ラソンは定員上限の7千人の参加があったとして
も6割ほどの完走率であり、また女子の完走者が
男子の1割にも満たない少なさは際立った。21
キロと9キロの完走率が8割前後ということを考
えると、フルマラソンの制限時間5時間半は、気
候の厳しさを考えれば誰でも完走というわけには
いかないようだ。

4．気がついたことと展望

最後に、大会運営について善処すべき点を指摘
したい。一つ目は、筆者は 15 分前からスタート
地点に並び終えていたが、エリート組の号砲まで
10 分を切った時点で、アフリカ勢と思われる招待
選手が護衛もなく慌てて後ろから人をかきわけて
前に進む姿を目撃。「スタートには間に合っただ
ろうか」と他人事とはいえ心配しながらもゼッケ
ン番号を確認しておき、レース終了後に確認した
ら、何とあたふたと人並をかけ分けていた選手は
優勝した JEPKOPOL であった！？「大会関係者
の不備で先導を怠ったのか」、「選手自身のミスな
のか」は不明なるもスタート 10 分前の時点で有
力選手がスタートラインに欠けていることに気が
つかない関係者には問題はなかったのか？試合前
に無駄な体力と精神力を遣ったことは、気の毒に

思えたが、同情のし過ぎであろうか？
二つ目は、スタートから仁愛路を走る4キロ地

点には中央4車線にしか、チップが反応する「絨
毯」が敷いておらず、筆者を含め一部のランナー
は、「絨毯」が敷かれていない一番右側の道路を
走っていたため、4キロ通過時に自分たちの走っ
ている道路に絨毯が無いことに気づき、慌ててバ
スレーンの柵を乗り越えて中央車線に戻る一幕が
あった。多くの警察関係者とボランティアで成り
立っている大会とはいえ、関係者のランナーへの
走行場所に対する指示は何もなく如何にもずさん
な感じがした。

最後は、「台北マラソン」に直接参加していない
住民のマナー問題である。大会終了後、台北市長
は市政府の会議で「台北市民が受け入れられると
いう前提の下に、都市型マラソンへの申し込みを
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表4 完走者人数一覧

種目 完走男子 完走女子 完走合計
フルマラソン 4279 295 4574

ハーフマラソン 13088 2129 15217
9キロ 9093 5337 14430

6 ゴール地点の筆者



検討したい」との発言があった。同発言は東京マ
ラソンを意識したものかもしれない。右に対して
中華民国陸上協会関係者は「都市型マラソンが国
際組織に認証されるには交通規制問題が重要であ
る」と述べていたが、3台北市民のロードレース実
施時の交通規制に対する不寛容さは、改善の余地
が大いにあると感じた。

台湾社会では横断歩道でも基本的に「車両優先」
で「譲り合いの精神」が欠けていることは、台湾
在住者に長く共有されている認識である。今レー
ス中にもバイクの運転手が、交通規制の警察に文

句や罵声を浴びせたり、制止を振り切り、急発進
で道路を横切る姿は時々見かけた。現在のコース
で市街地を走るのは全体の3分の1にも満たない
12-3キロであるが、東京マラソンのようなレー
スを実施すると、交通規制の範囲と時間は大幅に
増え、市民生活への不便さも増大することになる。
もし都市型マラソンが実現できれば、総統府、中
正記念堂、101 ビル、孔子廟などの著名観光スポッ
トを回り、観光効果も抜群であり、走る側として
も普段走れないところを走れる楽しみが持てるラ
ンナーとしても待ち望まれる。

1 「12 萬人創新高没跑出新紀錄」『聯合報』(2012 年 12 月 17 日)頁Ｂ 4。
2 「跑進2：20 蔣介文振臂呼」『聯合報』(2012 年 12 月 17 日)頁Ｂ 4。
3 「挑戦『城市馬拉松』交管是關鍵」『聯合報』（2012 年 12 月 19 日）Ｂ 1。
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日台青年交流事業
2013 年1月 27 日～2月3日

交流協会では、日本と台湾との青年交流を促進するため、日本の人文・社会科学分野を学んでいる台湾の
大学生を夏季と冬季に日本へ招聘しております。今年度冬季は、平成 25 年1月 27 日から2月3日の8日
間招聘致しました。ここに、今回招聘した20 名のうち、男女各2名の訪日報告書をご紹介致します。

2012 年日本研究支援ウィンターキャン
プ報告書

国立台湾師範大学
東アジア学科3年生 李佳洲

交流協会が私に十日間にもわたる
ウィンターキャンプへの参加資格を与えてくれた
事に感謝しています。以前に何度も日本へは行っ
た経験がありますが、この十日間は過去の経験と
比べても最も充実したものでしたし、私の日本に
対する理解が最も増進した十日間でもありまし
た。厳粛な交流や授業、リラックスした体験や見
学、どちらもこの十日間で常に新しい知識を得、
体で悟る事が出来ました。

台湾での二日間の授業を含め、新たな知識がま
るでわき水のように湧いてきました。

各大学で行われた大学生との交流会は私が最も
期待した活動です。大学一年生の時から私は学部
内で積極的に日本の各種交流や討論会に参加して
きました。しかしずっと先方が日本から来てい
て、受動的な感覚をもっており、そのため私は日
本へ赴いて行う交流のチャンスをずっと待ってい
たのです。そして今回ウィンターキャンプの活動
で私にようやくその貴重なチャンスが与えられた
のです。最初は日台学生会議との懇親会でした。

それは正式な交流会ではありませんでしたが、と
ても楽しいものでした。日本側学生は台湾に関し
て一定の知識があり、また指定された議題がある
わけでもありません。私達のメンバーにいる謝子
淳は組織の幹部を務めており、日本語ができない
メンバーも楽しく会話ができました。その後私達
は日本の学生とともにカラオケに行きました。し
かし意外なことに、最終的に中国語の歌が日本の
歌よりも歌った数が多かったのです。

平成国際大学の学生交流はウィンターキャンプ
の二つ目の交流会です。そして私はここにとても
期待していました。交流会で私は日本の大学生の
就職活動に関して更に深い知識を得ました。ここ
で私は台湾と日本の職場の違いを学んだだけでな
く、九月からの交換留学の際授業の選択を改めて
考えさせられました。私が意外に感じたことは日
本の職場で新入社員が入社したがる企業、それと
台湾と日本で給料に対する要求の類似点です。日
本の就職希望のランキングから若者が会社選択に
際して興味を重視しているのだと感じました。こ
れはディズニーランドへの就職希望が男女別に見
てもランキング三位であることから明らかです。
そして日本人が U ターン就職する原因である、
故郷への想いも感じる事が出来ました。これは台
湾では感じられないことです。

三カ所目は北陸大学での交流です。自分の得意
な議題へは振り分けられませんでしたが、中国・
韓国の留学生及び日本の学生と同時に交流できた
事で多くの経験を得る事が出来ました。文化とい
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う議題で、私達は日本と台湾の違いを討論しただ
けでなく、中国や韓国の経験も比較し、東アジア
全体の各文化に関して討論が出来ました。

そして東京大学の川島真准教授による日本近代
史及び日台関係の授業は私の印象が最も深く、得
るものが一番大きい活動でした。私はこの活動の
応募の際、交流協会に研究計画書を提出しました
が、それは 1972 年以降の日中台関係に関するも
のでした。ですから、この方面に関しては一定の
資料を探し、研究したことがありました。しかし
川島准教授の日台関係の歴史観によって私は新た
な啓発を受けました。特に日本統治時代の各種評
価の原因分析とその解釈、及び戦後の日台関係な
どは私がこれまで聞いた事がなかった観点でし
た。断交後の台日関係に関しては川島准教授の話
された内容は私の知識範囲内のことでしたが、私
がより深く知るため質問をすると、川島准教授は
日本の左翼と中国の共鳴及び 72 体制の方向性に
関して話され、私の研究の上で疎かにしていた部
分を発見できたと同時に、これらの歴史に於いて
一新された視点を与えてくれました。

金沢での三日間に関して、私はそれだけを特に
切り離して報告しようと思います。なぜなら飛行
機に乗ってから常に驚きと感動でいっぱいだった
からです。私は父親の影響から飛行機に乗ること
が好きです。ですから、金沢の往復という二度の
短い移動すら私の記憶に於いて相当な分量を占め
ています。金沢に赴いた当日は空が晴れ渡ってい
て、空高くからでも地上の一切を見渡す事が出来
ました。離陸後機上に置いてある雑誌の地図を取
り、私の足下で動いている世界を感じながら、窓
の外を見てその地形と手に持っている地図とを見
比べ、今どの山脈、どの平原を越えたか等を想像
していました。ずっと日本の新幹線に乗ってみた
いと思っていましたが、金沢への新幹線は二年後

にようやく開通するそうです。しかしこのような
体験は小さな頃からよく飛行機に乗っていた私で
も今まで味わった事がありませんでした。

飛行機がまだ降りてもいない時から既に私は純
白の世界に魅了されていました。空港を出る頃に
は私の心は既に我慢の限界で、耐えきれず道路の
傍にあった雪を踏みしめました。まるでかき氷の
ようなシャリシャリという美味しそうな音がした
のです！その後スキー場で装備を整え、自由時間
で思う存分雪を楽しみました。以前に中国のハル
ビンで雪を見た事はありましたが、その時は数日
間雪が積もっていたので、既に氷の様に固くなっ
ていて、このように手で簡単に掬い雪玉を作れる
ような雪ではありませんでした。スキー体験は初
めてでしたが、山の中腹から転ぶ事も無く爽快な
速度で滑り降りてくることができ、この台湾人の
心を満足させてくれました。近くにいた子供のよ
うに障害物の間をすり抜けてみたかったですが、
やはりそれは雪国で生まれ育ったからこそできる
ことなのです。初日の夜の宿泊は湯涌温泉街の温
泉旅館で、「至高のもてなし」という言葉でしか形
容できないものでした。

金沢での数日間で私が一番印象に残った事は金
沢市の人々の金沢と言う土地に対する郷土愛とそ
の広報活動です。バスに乗ると、寺畑さんが私達
に台湾人のために書かれた、金沢を紹介した繁体
字の資料を渡してくれました。旅館に入ると湯涌
温泉街には金沢と湯涌温泉をテーマにしたアニメ

「花咲くいろは」のポスターが貼られていました。
翌日にひがし茶屋街を歩いていた時、または三日
目に花園公民館と八田與一の故居を訪れた時にも
金沢市と金沢市民の自分の住む土地に対する愛情
と金沢の魅力をもっと知って欲しいとする気持ち
を深く感じる事が出来、私はとても感動しました。

金沢での滞在で、提言せずにはいられないのは
Pongyi での一晩です。Pongyi は素朴なゲストハ
ウスで、私が最初に想像していたものとはまるで
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違いました。個別の部屋はありませんでしたが、
とても心地いい空間が作られていました。ホテル
での宿泊で感じる拘束感は全く感じません。その
夜は一緒に温かい鍋を堪能しました。その時に
オーナーである MASAKI さんの不思議な人生と
Pongyi の成功への奇跡を聞き、そこに宿泊でき
た事で、私は Pongyi という金沢の一ゲストハウ
スに対してだけでなく、人生に対して新たな知識
を得る事が出来ました。翌日そこを離れる時には
誰もが日本で過ごした最も不思議な一晩だったと
感じていました。

最終日の行程はとても忙しくはありましたが、
その精彩さは失われていませんでした。金沢 21
世紀美術館の展示は今でも私の頭の中に浮かんで
きます。兼六園の参観時には天気がよくありませ
んでした。雪がちょうど溶けきったところで、兼
六園の 100％の魅力を感じる事は出来ませんでし
たが、それにより私は家族と再度訪れ、兼六園の
真なる美しい姿を見てみたいと思いました。

金沢から東京へ戻る際には金沢への往路とスカ
イツリーから見た夜景の経験があったのですが、
帰途も相も変わらず、数万メートルの高さから東
京の夜景をみようとしました。しかし天気が良く
なく、ようやく夜景が見えた時にはどこだかわか
りませんでした。しかし、とても奇妙な景色に出
会う事が出来ました。道路が一直線に海へと伸
び、その中央にはまるで大きなクルーズ船のよう
な建物があったのです。家に戻りそれを調べてみ
ると、それは東京湾を横切る「海ほたるパーキン
グエリア」だということがわかりました。この旅
行の最後に小さな喜びと驚きをもたらしてくれま
した。

今回私は初めての日本訪問ではありませんでし
たが、この十日間のウィンターキャンプでは各方
面に於いて楽しく、充実していました。もともと
私の計画では今回のウィンターキャンプは九月の

交換留学の前哨戦と位置づけていました。しかし
その効果は遥かに私の予想を超えていました。今
回のウィンターキャンプで得た体験、友達、新た
な知識が私に与えた影響はきっと将来的にも続く
ものとなり、引いては私の人生にも大きな影響を
与えるでしょう。最後に林賢参団長、交流協会の
頼さん、土田さん、そして末石さんに感謝します。
私達の冬休みは他人とは全く異なるものになりま
した。

東京金沢での見聞

国立政治大学
日本語文学科3年生 陳亭竹

今回私は二度目の日本訪問でした。しかし多く
の「初めて」の感動がありました。初めて東京の
寒く清らかな空気と整然とした町並みを感じまし
た。初めて日本の大学に行き、現地の大学生と交
流を行い、頭をフル回転させました。初めて雪の
上で転がり、スキーのスリルを味わいました。初
めて和服を着て、古い町並みを散策しました。多
くの初めての体験がこの旅行を多彩にしてくれ、
忘れ難い思い出となりました。交流協会の豊富な
行程の準備に感謝します。私達の日本での生活部
分、活動、そして出発前の集中講義など心配りあ
る準備のおかげで、私達は多くの日本の知識と収
穫を得ました。

事前授業は日本の経済、文化、政治や国防にま
で及び、私が最も印象深かったのは、張銘今教授
の「日本経済と台日経済関係」でした。授業中、
教授は 1973 年の第一次石油危機後、日本は重工
業からエネルギーの節約技術の開発に発展の中心
を移し、それにより「知識集約産業」が発展した
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のだとおっしゃいました。これにより続いて発生
した第二次石油危機では日本はその波及を免れ、
全世界が石油危機により景気の低迷を迎えたのに
対し、日本は知識集約型産業によって経済的損害
を抑えたのです。日本は早くから危機に対する先
見の明があり、また正確な政策を打ち出せる知恵
があることにとても感服しました。このような経
済の活躍が恐らく日本が第二次世界大戦の衝撃
後、急速に世界第二の経済大国にのし上がった原
因の一つではないでしょうか。

2011 年に発生した東日本大地震によって日本
には甚大な被害と莫大な損失がもたらされまし
た。そしてそれは数期連続での GDP のマイナス
成長を引き起こし、日本景気の悪化、経済の衰退
に至りました。たとえそうであっても、今回
Panasonic Center の eco ideas HOUSE を参観す
ると日本の先進的技術やその概念には驚嘆させら
れました。近年、高度科学技術産業が次第に成熟
し、そこから高い利潤を得られる時代は既に過去
のものとなりました。重化学工業が石油危機に面
して改善を余儀なくされたように、目下の高度科
学技術産業も刺激が必要なのです。このとき環境
保護の概念を推進している太陽エネルギーがその
転機となったのです。近年、二酸化炭素排出量減
少のために太陽エネルギーの開発、ハイブリッド
車の研究が続けられており、「エネルギー節約製
品」が今後の主軸となることは間違いありません。
Panasonic Center の eco ideas HOUSE を参観し
た時に、人に優しい感応式ライト、「二酸化炭素排
出量0」の設計には驚かされ言葉がありませんで
した。このような斬新な技術を見学して、グリー
ンエネルギーに関する技術開発分野の未来は日本
がアジアを牽引するのだと感じました。

Panasonic Center では科学技術の成果に感嘆
したと同時に、大勢の走り回って遊んでいる子供

たちがいたことに驚かされました。台湾の科学博
物館では多くが学校の先生か先生が連れて集団参
観させている子供たちです。Panasonic Center
で見かけた子供たちは大部分が家族が引き連れて
いました。科学技術を体感させ、数学や理科の知
識を理解させていたのです。ここから、日本の親
は教育に対してとても熱心なことが見て取れま
す。Panasonic Center は日本到着初日の訪問で
したが、人に優しい科学技術や日本経済への希望、
国家の未来を担う主人公たちへの重視がわかりま
した。それにより私は今後の素晴らしい日程に期
待し始めたのです。

二日目、私達は国会図書館、浅草寺、そして最
近とても人気のあるスポット「スカイツリー」を
見学しました。浅草寺とスカイツリーはとても有
名な観光地で、一方は伝統、もう一方は斬新、ど
ちらもとても満喫しました。特にスカイツリーで
はたった 50 秒で 634m の高さにある展望台に到
着するエレベーターの技術があります。同時にエ
レベーター内に設置された LED ライトのアニ
メーションは乗客がエレベーターに乗っている際
に時間を潰してくれるという配慮があり、科学技
術によって人に優しい設計になっている点はスカ
イツリーが私達に与える未来的なイメージと符合
しています。私にとってそれは暗闇に光る白いク
リスマスツリーのようで、その下に広がる東京の
夜景は最も美しいクリスマスプレゼントです。し
かし、美景も、伝統もどちらも良かったのですが、
その日私を最も驚かせたのは国会図書館の見学で
した。

私はこれまで地下八階の建物なんて見たことが
ありませんでした。地下の八階にある中庭から

「上」をみると「地面」が見えますが、私は映画の
中に登場するような秘密裏の製薬会社で人道に外
れる機密を研究しているかのような錯覚を感じま
した。日本の国会図書館は「収蔵」のために建て
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られた図書館で、「貸出し」のためではありません。
それにより、一般人が利用できるスペースに大型
の書棚は見当たりません。しかし私達は埃避けの
靴カバーを履き、識別証明書を首から掛け、解説
してくれるスタッフとともに本が隠されている本
拠地へと入っていったのです。他の図書館とは比
べ物にならないほどの収蔵量が私の目の前に現れ
ました。第二次世界大戦後日本が発行した全ての
雑誌、書籍などが集められ、1200 万冊近くの書籍
資料が全て一分の狂いも無く整頓されていまし
た。保存の難しい新聞や漫画等の資料もデジタル
化や方式を換えて保存されています。日本人の物
事に対する態度は真面目で、何をするにも細かく
行うと褒める人がいます。また、日本人は妥協を
許さず、振る舞いがきちんとしている、と言う人
もいます。日本人がどのように書籍を収蔵してい
るのか、その態度や方法を直に目の当たりにした
ら、一体他のどの国が日本と同じ様にできるだろ
うか、と疑いたくなるほどでした。解説してくれ
たスタッフは、日本はこれら出版物を国家の大切
な情報遺産として考えており、そのために慎重に
それらを収蔵しているのですよ、と話してくれま
した。その言葉を聞いて、私はとても感動しまし
た。日本人の行動はこんなにも繊細且つ完璧で、
その原因は彼らの諦めない精神と態度に他なりま
せん！

日本人の真面目な民族性を見られた以外に、こ
の数日間で私は彼らが融合させた新しい文化を、
それと同時に本来の文化を守る能力を見ることが
できました。江戸東京博物館で私達は精緻な模型
を通して江戸時代の人々の生活を理解できまし
た。話題となっている篤姫が乗った籠や東京部分
に展示してあったニコラス教会や朝日新聞社を見
た他、日本の以前の生活を体験することができま
した。金沢で私達は日本の三大名園の一つの兼六
園を参観し、日本庭園の美を鑑賞しました。また

兼六園からほど近い金沢 21 世紀美術館にも訪れ
ました。興味深いプールの芸術を体験しました。
この旅行で私は東京であっても金沢であっても

「現代」と「伝統」が併存していることに気づきま
した。例えば自動車が飛ぶ様に走っている大きな
道路の傍で人力車が走っているようなことです。
例え生活の周辺でこのような現象が起きていると
は限らなくても、博物館からは日本人の伝統文化
の重視とその中から新たに生まれる勇気と創意工
夫が見て取れます。

七泊八日の日本旅行で、交流協会が豊富な活動を
手配して頂いたこと感謝します。それにより私達
は多くの場所を見学でき、その中から日本の文化
と精神を学ぶことが出来、更には交流、スキー、
和服体験という貴重な経験をすることができまし
た。スキー、和服はとても面白かったのですが、
私が最も大切にしたい経験はやはり直接日本人と
交流できたことです。台湾で多くの日本人留学生
と接することはありますが、日本に来て日本の大
学生と会話をしたのは初めてで、とても新鮮な感
覚でした。討論の結論は完璧なものだったとは限
りませんでしたが、お互いの意見や考え方を話す
ことで、私達はお互いの文化や社会現象をより理
解することができました。そして更に一歩進み、
友達になり、お互いの連絡先を交換したのです。
これはとても素晴らしいことです。

今回の活動に参加でき、各地の大学から来た友
人、日本人と知り合えたこと、また日本の生活や
文化を体験できたことはとても嬉しかったです。
また林先生、頼さん、末石さん、土田さんの随行
に感謝します。そしてこの活動の心配りある日程
手配に感謝します。それにより私は表面的な見学
ではなく、目の前にある物事に対してその後ろに
隠された意味まで深く考え、そこから多くの刺激
を受けることが出来ました。日本が時代の先を
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行っている科学技術や、資料の収集、その管理に
対する真面目な態度、そして新旧が融合した文化
の創造方法等を今回の旅で見聞できました。既に
懐かしく感じていますが、私はこれらのことを台
湾の友人に紹介し、また一緒にこれらの長所を学
んで行こうと思います。

日本文化体験の旅

国立成功大学医学部4年 楊博翔

この8日間に及ぶ「日本研究支援ウィンター

キャンプ」は私にとってこれ以上ないほど多くの
収穫が得られた貴重な旅行でした。出発前の2日
間の授業は経済、政治、軍事及び文化等の方面か
らマクロな視点で日本を見る事ができました。ま
た、日程2日目に川島先生が歴史的角度から日台
関係について話されましたが、歴史と政治の社会
に対する意義を改めて考えさせられました。歴史
とは史料の閲読によって情報を得るものではな
く、違った角度から一つの歴史的事象を推察して、
理にかなった解釈を得る事が重要なのです。川島
先生は授業の中で、私達が以前社会の教科書で
習った歴史的事象の一部を説明し、更に当時の
様々な状況の情報を加えると、私達はこれまで当
然だと考えていた歴史に新たな解釈を得る事がで
きました。そして国と国との政治関係において
は、「利益」を用いて解釈すると、以前は理解でき
なかった多くの歴史がとても単純なものに変わり
ました。

文化方面において、私は日本人がとても丁寧で、
細心の注意を払い、礼儀正しい民族であり、時間
を守り、製品の品質に厳しい要求をする民族であ
ることを知っていました。パナソニックセンター
での近未来感ある製品や科学技術、それらによる
節約への要求、今回の旅行で訪れた各施設や建築
物等、今回の旅行を通し、私は肌で上述した日本
人の特性を感じる事ができました。日本人は室内
の空間や商品を設計・開発する際、人への配慮や
様々な可能性を考慮しているのだと感じました。
私が最も驚かされたのはトイレを置いて他にはあ
りません。大部分のトイレにはフックが付いてい
て、コートを掛けられるようになっていますし、
空港のトイレ設計は空間が特に広く、荷物が置き
やすくなっています。これらのことはとても小さ
く、たいしたことがないように見えますが、私達
が見過ごす部分でも、日本人は注意を払い、生活
の利便性を大きく高めているのです。その他、大
部分の店には日英対照の説明があり、旅行客がた
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とえ日本語ができなくても理解できるようにして
います。サービス態度の方面では、最初に宿泊し
た京急 EX イン、温泉旅館、学生寮、Pongyi のゲ
ストハウス等々、すれ違う時には必ずスタッフの
方から挨拶されます。それは冷たいマニュアル的
なものではありません。これが、私が特別だと感
じた点です。しかし今回の旅行では全ての文化体
験が心地よかったわけではありません。東京の町
並みを往来している人々こそが私の慣れない点で
した。慣れなかったのは歩く速さです。よく街を
歩いている私ですらあの時間と競争をしているよ
うな圧力に影響されました。少しでも注意を怠る
と疾走している人たちとぶつかってしまうのでは
ないかと感じるほどです。これは恐らく日本人が
時間と時間厳守に対する要求なのだと思います。
しかし台南で育った私にはあの感覚に慣れること
はできず、とても緊張しました。

学生交流は私にとってとても特別な経験でし
た。なぜなら、私の日本語はそんなに上手くあり
ません。多くの場合で英語か団員の通訳に頼って
いました。しかし例えそうであっても、彼らとの
討論はとても活発に行えました。なぜなら、彼ら
は私が日本語があまりできないことを知ってい
て、簡単な日本語で私と会話をしてくれたからで
す。日台学生会議との懇親会、平成国際大学での
学生交流、北陸大学での学生交流、全ての場所で
私は彼らの温かさと人の良さを感じました。今回
の交流で私は一種カルチャーショックを受けまし

た。しかしそれは台湾からのものでした。多くの
団員は日本語がとても流暢です。ですから、日本
語があまり話せない私は交流時もどうすればいい
かわからないことがありました。時にはとてもバ
ツが悪く感じましたが、これにより私自身の日本
語学習に対する要求を更に高めようと考えまし
た。このような刺激を受けた事で、私は更に日本
語の勉強を頑張ります！今回の交流経験を大切に
します。多くの台湾及び日本の友人と知り合えた
と同時に、これは民間外交の成功なのです！

金沢の4日間は私が最も好きな日程でした。な
ぜなら台南と同様にゆっくりとした歩調が感じら
れたからです。緊張で息もできないような感覚は
全くありませんでした。道路を含め町並み全体が
同じような色調で統一され、木造建築に松の木が
合わさり、微かに雪が積もり、自然の美しさが渾
然一体となっています。しかし、風景の他、金沢
が最も特別だと感じた点は文化の保存です。金沢
には多くの伝統文化があります。金箔、能、手工
芸、温泉等々です。同様に台湾にも多くの独特の
文化がありますが、このような精緻な文化が永続
的に保護するには若い人材を投入し、勉強させる
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ことが必要不可欠で、それにより継続的に保存を
するチャンスが生まれます。同時にこのような精
緻な文化を現代と融合させることで、ビジネス
チャンスが生まれますし、観光客が積極的に体験
しようと考えます。しかし、商業化しすぎると古
い町並みの美しさは無くなってしまいます。金沢
という街は商業と文化の間で巧妙にバランスを
保っているのです。この点を私達はもっと勉強し
なくてはなりません。どのように一都市の文化と
歴史をセールスするのか、をです。旧跡に関して
は、観光客は一度見ると二回目を見たいとは思い
ません。しかしもしその文化がより深く観察する
に値するのであれば、人々はもう一度訪問したい
と感じます。

また、八田與一記念館の見学は以前社会の教科
書で習った歴史と烏山頭ダム見学の記憶を呼び起
こしました。日本人は自分の故郷の偉人を重視
し、小学校の授業にも取り入れ、活発的な教育方
法でその歴史を学ばせています。また台湾の嘉南
小学校と定期的に交流をしています。このような
外交と教育を結びつける有意義な交流こそが八田
與一を記念する最良の方法だと感じました！

今回の旅行は私にとって本当に収穫満載の旅で
した。異なる学校から参加している台湾人団員と
友好を結べた他、多くの日本と中国の友人とも知
り合えました。また、スキーの基本的技術を習得
できました。最も重要なことは日本文化をより深
く理解できた事です。同時に台湾の更なる進歩が
望める部分に気づくことができ、台湾の今ある文
化を大切にしようと感じました。一つの国や一つ
の街の文化を理解しようとすれば、ただ風景や名
所の写真を撮っているだけでは決して体感するこ
とはできません。また、慌ただしいビジネス的な
ツアー日程では静かにこれら文化の諸処まで考え
を及ぼす事はできません。先ほど今回の旅行は私
にとって収穫満載だと言いましたが、まだまだ多

くの日本文化において私の理解が届いていないの
だと思います。今後私の日本語能力を向上させ、
日本に再訪し、今回体験できなかった日本文化と
その中に含まれている意義を感じてみたいと思い
ます。

最後に、現代日本研究センターが私にウィン
ターキャンプへの参加機会を与えてくれた事に感
謝します。また、末石さんのガイドや土田さん、
頼さん、そして林賢参先生の今回のウィンター
キャンプにおけるご苦労に感謝します。そのおか
げでこのウィンターキャンプは内容が豊富で、ま
た順調でした！

学習と感動

国立台湾大学
経済学部3年生 謝子淳

今回この活動への応募は私に取っては二度目で
した。私にこの機会を与えてくれた交流協会に感
謝します。この旅は各方面に於いて私に大きな利
益を与えてくれました。

政治大学での二日間の授業：
私達は先に台湾で二日間の講義を受けました。

この二日間で私は日本に対する認識を増進させた
だけでなく、この旅行は観光や交流、教育的な意
味を持つことはもちろん、私自身がつぶさに観察
を行う態度で臨まなければならないとはっきり意
識させられました。そうすることにより、日本文
化と台湾文化の違いを発見し、日本に対して無意
識のうちに抱いてステレオタイプの印象を探し出
せるのです。

私が経済学部の学生であることから、日本の経
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済に関することは多少理解しています。しかし林
賢参先生が台日関係について話された時に大きく
視野が広がりました。今まで接してきたものは教
科書やニュースの情報であり、それらは既に過分
に読み解かれた情報であり、先生が話されたのは
本当に発生した事実だったからです。更にその真
実に解説を加えて下さった事で、私の以前の考え
方や立場は確固たる事実根拠の上になりたってい
るものではないことを理解しました。しかし私自
身の願いとして、この部分は台湾教育において必
ず検討及び改善をすべきです。このような態度だ
と台湾と日本の関係を正しく理解する事はできま
せん。

交流活動：
今回手配されていた交流活動の一つ目は日台学

生会議との交流でした。私自身そのサークルに属
していますので、半年ぶりに友人達に会えてとて
も嬉しかったです。最初の交流会として台湾が好
きな日台学生会議との交流は最良の選択だったと
思います。皆最初は手探り状態でしたが、最後に
は一緒にカラオケに行きました。それこそが心を
開いた証明だと言えます！その後平成国際大学の
学生と交流しました。台湾に対する理解は深くあ
りませんでしたが、台湾を理解しようと一生懸命
で、私達も台湾と日本の違いを探し出そうと努力
しました。最後には全員の前で発表を行いまし
た。時間が短かったことによって、討論を深く掘
り下げる事は出来ず、また発表内容も充実したも
のではありませんでしたが、本当に重要な事は討
論の過程や交流という経験です。またコミュニ
ケーションの方法を改めて学ぶ事が出来ました。
北陸大学での交流では更に私の視野を広げてくれ
ました。初めて中国人と日本人と同時に交流し、
三か国の習慣や考え方の違いを発見できたことは
とても興味深いことでした。台湾人は中国人や日
本人に似ている点もあり、それらは植民統治の影

響なのかもしれません！
金沢の年長者サークルとの交流は更に得難い貴

重な体験でした。普段私達は外国の年長者と接す
る事は難しく、また接する勇気を持てないでいま
す。なぜなら年長者は一国の文化の精粋であり、
私達は多くの事を学べますが、同時に私達自身の
文化を容易に受け入れてくれるとは限らないから
です。しかし今回出会った全てのおじいさんおば
あさんはとても温かく、彼らが知っていることを
私達に教えてくれました。また葛飾北斎の真筆を
も持って来て見せてくれたのです！私達はもちろ
んこれまで見た事がありませんでしたが、その時
参加していた他の日本人も見た事がなかったよう
で、持って来てくれたおじいさんはあまり人に自
分が収蔵している事を知られたくないと話してく
れましたが、今回私達にはご好意で紹介をしてく
れたのです。近距離でこのような収蔵品を目にで
きるなんて思いもよりませんでした。

参観：
今回の詳細な日程表を手にして、一部の参観は

学校での課外授業のように、つまらない知識を得

交流 2013.4 No.865

― 34 ―

図書館地下室から地上へ繋がる窓



る行程だと感じていました。しかし実際に訪れて
みて私が間違っていたことに気づきました。人生
で初めて図書館が面白いと感じました。内部設計
は行き届いており、利用者は十分に快適さを感じ
られ、本の閲覧システムも先進的で、書籍の保護
は徹底して行われており、どの点に於いても心配
りを感じる事が出来、見習い、学習すべき価値が
あると感じました。江戸東京博物館はただの展示
館ではなく、展示スペース自体がとても素晴らし
い設計になっていました。橋の両側には違った時
期の東京があり、一目で時代の変遷を見て取るこ
とができます。台湾の博物館とは異なり、体験で
きる多くの道具が置いてあり、身を以て以前の
人々の生活を体験する事ができました。ただ解説
を読むような表面的な参観よりもずっと心に深く
残りました。

金沢：
実を言うと、金沢は私の頭の中ではただの日本

の地名であり、どのような場所であるか全く理解
していませんでした。しかし小松空港を出ると、
果てのない銀世界が私の前に広がっていました。
バスに乗って出発しても、目に映るのは依然とし
て一片の雪景色であり、それに昔の風情が残った
建築や自然の風景が相俟って見惚れてしまいまし
た。目の前にある一つ一つの景色を全て記録した
くなるほどです。湯涌温泉の玉泉湖はまるで異世
界にいるかのような美しさで、ただ移動している
時に見える風景なのですが、とても感動的でした。

景色以外に、金沢では金沢自身の広報活動にと
ても驚かされました。金沢市役所はわざわざ寺畑
さんを派遣して、ほぼ全日程随行させてくれ、私
達に金沢について紹介してくれました。他に八田
與一記念館やゲストハウス等金沢で出会った全て
の人達から私達を心から歓迎してくれていること
を感じ取ることができました。また、心の底から

金沢を愛し、金沢を私達に紹介したいという想い
が伝わってきました。それは彼らの温かさであ
り、そこに商業的な意味合いは全くありません。
政府と民間が協力して作り上げることこそが観光
客に一生の思い出を作らせる秘訣だと感じまし
た。

台湾の義務教育を受けていれば、八田與一とい
う名前を知らない人はきっといません。台湾に最
も貢献した日本人の一人です。しかし私達の知識
は花園小学校の小学生たちに及ばないかもしれま
せん。日本は旧跡を保護し、後代に残すことに長
けていることは周知の通りです。これまで五度日
本に来た事がある私が八田與一の旧宅を参観した
際、やはり日本人の旧跡保護の力に感嘆せざるを
えませんでしたが、驚きはしませんでした。私が
驚かされたのは小学校六年生が授業で八田與一の
功績を調べ、それらを整理していたことです。日
本人は子供たちに自分たちの地方から輩出された
偉人に関して勉強させているのです。その方法
は、彼がどんな人物なのかを教えるわけではなく、
彼ら自身に資料を調べさせ、自分でそれを整理さ
せているのです。これを見て私が教育を受けてき
た 15 年間で私は本当に重要な能力を養えている
のだろうかと省みずにはいられませんでした。多
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くの人が台湾と日本の教育は同じだといいます
が、実際は完全にそうだとは言い切れません。日
本がノーベル賞を受賞するような人材を輩出する
理由がよくわかりました。台湾人は常に国外で研
究を行わないとそれが達成できないのです。

総括：
この旅行全てに於いて、私は多くの驚きと反省

を感じました。私の予想を遥かに越える中で、交

流協会が手配した日程というのは、ちょっと見た
だけではわからないことも細かく観察して行くと
小さなことでもその後ろに隠れている異なった考
えの存在に気づかされる、というものでした。今
回の活動に参加できた事はとても光栄に感じま
す。この一週間の時間で学んだことは必ず今後利
用する場面がありますし、将来は台日関係にその
力を尽くしたいと思います。
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台湾海峡をめぐる動向（2012 年2月～2013 年3月）

馬英九政権、尖閣諸島問題で中国とは連携しないと明確に表明

松本充豊（天理大学国際学部）

1．台湾、尖閣諸島問題では中国と連携せず

（1）馬英九総統、中国と連携しない理由を説明
台湾の馬英九政権はこれまでも領土問題では中

国と連携しないと表明してきたが、春節（旧正月）
後の 2013 年2月 18 日、馬英九総統自らが尖閣諸
島（台湾では「釣魚台」、中国では「釣魚島」と表
記される）問題では中国と連携しないと明言した。

馬総統は、中国国民党（国民党）国家発展研究
院で行われた「中国大陸工商建設研究会」という
非公開の会合において、春節の休暇で台湾に戻っ
た台商（台湾企業家）の代表たちを前に、尖閣諸
島問題で中国と連携しない理由について説明し
た。その理由とは、①中国共産党（共産党）が
1952 年の「日華平和条約」を否定していること、
②馬政権が提唱した「東シナ海平和イニシアチブ」
に共産党が何の反応も示していないこと、③漁業
交渉において、台湾と日本が主権問題に触れるこ
とを共産党が望んでいないこと、の3つである1。

翌 19 日には、台湾・外交部の夏季昌報道官も「馬
総統が説明した3つの理由は非常に明確である」
としたうえで、「釣魚台問題であろうと南シナ海
での主権争いであろうと、政府が中国大陸と連携
することはない」と言明した2。実は、馬総統の説
明よりも先に、馬政権の立場をもっと明確に示し
た文書が公表されていた。それが 2013 年2月8
日付の外交部声明である。

（2）外交部声明
春節直前の2月8日、台湾・外交部は「釣魚台

列嶼の争いにおいて中国大陸と協力しない我が国
の立場」（「在釣魚臺列嶼爭端，我國不與中國大陸

合作之立場」）という声明を発表した。外交部は
この声明についての記者発表は行わず、ウェブサ
イトの片隅に同声明を掲載した3。目立たない形
で公表された声明だが、その内容は台湾の立場を
明確に示すもので、今後の中台関係にも影響しう
る重要な文書と考えられる。そこで、以下ではそ
の全文を紹介しておく。

「釣魚台列嶼の争いにおいて、我が国が中国大
陸と協力あるいは連携しない理由は以下のとおり
である：
（一）双方の主張の法的論拠が異なり、協力は困
難である：

1．我が方は『カイロ宣言』が台湾および附属
島嶼（釣魚台列嶼を含む）が中華民国の領土に復
帰したことの基礎的な法律文書であると主張して
いる。1952 年の『日華平和条約』締結後、中華民
国と日本との間では台湾および釣魚台を含む附属
島嶼の主権移転の法的手続きが完成した。1945
年から 1972 年まで米国が『サンフランシスコ講
和条約』に依拠して琉球などの島嶼を信託統治し
た期間、釣魚台列嶼は日本の統治下にはなく、ど
の国家の名義の下でも統治されていない。した
がって、米軍の信託統治は主権上の意義はない。
我が人民、特に漁民は常にこの島を使用し、妨害
されることはなかった。加えて、米軍は『米華相
互防衛条約』に依拠し台湾海峡の防衛協力を行っ
ていたので、我が国は米国と交渉する必要がな
かった。

2．中国大陸の立場はカイロ宣言を希薄化し、
中華民国の名に言及しないようにし、そのうえ『サ
ンフランシスコ講和条約』と 1952 年の『日華平和
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条約』を否定している。しかし、『日「中」共同声
明』および『日「中」平和友好条約』は、台湾お
よびその附属島嶼の主権移転の法的手続きに言及
していないので、中国大陸の主張の法的論拠とな
らない。中国大陸は琉球が米軍によって信託統治
されることを不法とみなし、日本に返還されるべ
きだとしている。

3．総合すると、双方の『サンフランシスコ講
和条約』と 1952 年の『日華平和条約』についての
立場は明確に異なる。双方の国際法の論述もそれ
ぞれ国際社会に宣告しているので、『禁反言』の原
則（自分の行為に反する主張を行うことを禁じる
原則）にもとづき、双方は協力できない。

（二）双方は争いを解決する構想が異なり、協力
を行うのは困難である：

1．馬総統は 2012 年8月に『東シナ海平和イ
ニシアチブ』を発表した。我が方の立場は、釣魚
台列嶼の争いは交渉、調停、仲裁あるいは訴訟な
どの平和的解決を採るべきというものである。

2．中国大陸はいまだに我が方の『東シナ海平
和イニシアチブ』に正面から回答しておらず、ま
た国際司法裁判所に付託することにも反対してお
り、平和的解決の具体的構想も示していない。さ
らに中国大陸はかつてインド、ソ連、ベトナムな
どの国と5回の領土戦争を起こした。双方は争い
を解決する構想が異なるので、協力は困難である。

（三）中国大陸は我が方が統治権を有すること
を承認しておらず、我が国は中国大陸と交渉する
ことはできない：

我が国の立場は、釣魚台列嶼は台湾の附属島嶼
で、中華民国の領土というものである。中国大陸
は中華民国政府が統治権を有している事実を否定
せず、両岸が平等の地位で釣魚台の争いの解決に
参与することを排除してはならない。そうでなけ
れば、双方が釣魚台問題の解決で協力することは

非常に難しい。

（四）中国大陸の介入により台日漁業交渉が影
響を受けており、我が方は中国大陸と協力するの
は困難である：

我が国は『東シナ海平和イニシアチブ』を提唱
し、『対抗に代えて対話を行う』『交渉により争い
を棚上げする』という方式で、日本とまず漁業交
渉を通じて漁業の争いを解決し、漁民の権利を守
ることを望んでいる。中国大陸側は台日漁業交渉
が双方の主権問題に及ぶことに明白な反対を表明
し、我が方と日本側との交渉をじゃましている。

（五）両岸の協力は東アジアの地域バランスお
よび国際社会の関心を顧慮する必要がある：

我が国は東アジアの第一列島線の中の重要な位
置にあるが、中国大陸は近年全力で海軍、空軍の
力を発展させ、第一列島線の突破を強く望んでい
る。長きにわたり、我が国は米国、日本と政治面、
経済面および国防面で高度な共同利益を有してい
る。両岸がこの件で軽率に協力すれば、米国と日
本および他の近隣諸国は厳重な関心を寄せ、我が
国と米国、日本との二国間協力関係および東アジ
ア地域の政治と軍事のバランスに影響を及ぼすた
め、とりわけ慎重であるべきである」4。

この声明の重要性や注目点については、小笠原
欣幸氏と門間理良氏による詳しい分析があるの
で、参照していただきたい5。ここでは、声明が中
国との政治対話を拒否する意思を示したものでも
あることを確認しておきたい。馬政権は 1952 年
の「日華平和条約」を中華民国が台湾に主権を有
する根拠として位置づけている。声明では、中国
側がそれを認めないので連携できないとしている
が、中国側にはとうてい受け入れられるものでは
ない。小笠原氏は、そうした議論を中国と連携し
ない理由のトップに持ってきたことは、馬政権が
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領土問題での連携を否定しただけでなく、政治対
話についても事実上拒否する意思を明確にしたこ
とを意味すると指摘している6。また、門間氏も、

「中国は我が方が統治権を有することを承認して
おらず」という表現から、中国側が台湾側の統治
権を承認しない限り、中国との政治対話を行うこ
とはないとの考えを示したと見るべきだとしてい
る7。

（3）馬総統の決断との背景
今回、馬総統が声明の発表に踏み切った理由は

何か、考えてみたい。本誌 2012 年8月号でも紹
介したように8、尖閣諸島問題での中台の連携を
台湾でも半数以上が支持しているという世論調査
の結果もあり、馬総統がむしろ中国と連携する方
向に舵を切ることも考えられた。しかし、馬総統
がそれを拒否する「決断」を下したのは、ここで
中国との連携に踏み切れば、米国や日本との関係
が決定的に悪化してしまうと判断したためと考え
られる。

1月 24 日、中国保釣協会のメンバーを乗せた
台湾の漁船（事実上は抗議船）が尖閣諸島に向け
て出港した9。馬政権は出港を見合わせるよう水
面下で説得を続けていたが、最終的には漁船の出
港を容認した10。台湾は自由民主国家であるの
で、漁民が合法的な手続きを踏んで出港を申請し
ている以上、政府もむやみに出港を阻止できない
というのがその理由だった。一方、台湾は漁船の
出港については事前に米国側と日本側に伝えてい
た11。

台湾は米国と緊密な連携を維持してきたという
のが馬政権の認識だった12。しかし、米国側は納
得しておらず、台湾への懸念を表明した13。漁船
で出港した中国保釣協会のメンバーが中台連携を
訴えたことで、日本側では不満と警戒感が高まり、
米国も公式なルートを通じて台湾側に抗議する事
態となった。日米両政府が今回の出港を「挑発行

為」と認識していることを知った馬総統は、事態
の深刻さに驚愕したとも伝えられている14。総統
府は2月4日、「これまで何度も説明している通
り、釣魚台の問題について中国大陸と協力するこ
とはない」との声明を発表するとともに、5日に
は国家安全会議を開き危機への対応に乗り出し
た15。

さらに、2月8日には米国の元国務省高官が、
米国が台湾に何を望んでいるのかを語っている。
米国の保守系シンクタンクであるヘリテージ財団
と全米台湾同郷聯誼会が開催した「米台関係
フォーラム」で、ランディ・シュライバー元国務
次官補が、「尖閣問題に台湾が加わりさらに混乱
させることは、米国にとって喜ばしい事態ではな
い」と発言した16。シュライバー氏は、台湾には

「より積極的、より建設的な」働きを期待する、少
なくとも台湾は「建設的な解決策にとっての問題
や障害になるべきではない」と述べて、建設的な
役割とは、①台湾は尖閣問題で中国と一切協力し
ないこと、②台湾は日本と協力し、日台関係の改
善に力を注ぐこと、③不透明で混乱している状況
に加わらないこと、の 3 点を指摘した17。共和党
系のシュライバー氏の発言が民主党のオバマ政権
を直接代弁したものとはいえないが、米国側の台
湾に対する認識をある程度伝えるメッセージだっ
たといえよう。

いずれにせよ、馬政権は台湾の安全保障にとっ
て重要な米国、日本との関係を重視し、中国とは
連携しないことを宣言した。それは、尖閣諸島へ
の中国の度重なる圧力にも日本が冷静な対応を続
け、そのような日本政府に米国政府が一貫した支
持を与え、さらに台湾も日本との漁業交渉を続け
るなかでの選択だった18。

（4）効果的な意思表示を狙った馬総統
馬総統の発言には、中国側に対して明確で効果

的な意思表示を狙ったふしがある。まずは、国民
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党に集まった台商を相手に選んだことである。2
月 19 日付の『聯合報』は、中国にいる台商の多く
が、日中間の軍事衝突に発展した場合、尖閣諸島
の主権は台湾海峡両岸に属していると表明するよ
う迫られていたことを伝えている。国民党の党代
表でもある台商は、馬総統にそのことを伝え、も
し東シナ海で軍事衝突が発生した際には、国民党
にも同様の声明を発表してもらいたいと語ってい
た19。つまり、会合に集まっていたのは、中国の
意向を受けて、国民党に中国との連携を訴えにき
ていた台商であり、馬総統はあえて彼らに向かっ
て中国と連携しない理由を語ったのである20。

次に、発言が行われたタイミングである。発言
の翌日（2月 19 日）、北京では共産党の「2013 年
対台湾工作会議」が開催されている21。この会議
では、中台両岸の交流を制度化すると同時に、政
治対話を強力に推進すべきであるとの方針が示さ
れた。そして、中台両岸による交流の質と効率を
高め、制度化を積極的に推進するとともに、中台
の学術界を鼓舞激励して、民間から中台両岸の政
治問題を解決に向けた対話を進めていくことが求
められた22。中国側がこのように政治対話への期
待を強く表明しようと準備していた矢先に、馬総
統はそれに冷水を浴びせるがごとく政治対話を拒
否する明確な意思表示を行ったのである。

（5）憤りを隠せない中国
馬総統の発言に対して、中国側は当初これと

いった反応を示さず、表面上は無視したといって
よい。『環球時報』23や香港の『中国評論』24が、基
本的には台湾・中央通訊社が配信した記事を転載
する形で事実関係を伝えたが、『人民日報』はこの
話題を一切取り上げていない。

中国側の反応が伝わり始めたのは、3月に入っ
てからのことである。中国語のニュースサイト

「多維新聞」は3月5日、北京の消息筋の話として、
米国の圧力を受けて台湾が「保釣」（釣魚台を守る

こと）での中国と連携を拒絶したことに、共産党
の指導部が極めて強い不満を募らせていると報じ
た。この記事は、「保釣」での中台連携は両岸関係
に対する台湾側の誠実さを測る尺度であるとした
うえで、馬英九の実際の行為は彼の偽りを反映し
ており、警戒心が必要であると述べている。さら
に、釣魚島問題で米国の言い分を鵜呑みにすれば、
自ら気概のなさを示すだけでなく、台湾が大切な

「主権」を失うことになり、「馬英九は中華民族の
歴史的罪人となるであろう」と強い口調で批判し
ている25。

翌3月6日には、国務院台湾事務弁公室（国台
弁）の王毅主任が全国人民代表大会の台湾省代表
団との討論会で、「釣魚島は中国の領土であり、釣
魚島の主権を確保することは両岸の同胞の共通の
責任である」と改めて強調したうえで、「釣魚島の
主権を確保するのに、両岸にそれぞれのやり方が
あっても構わないが、我々の態度は動揺してはな
らないし、目標は一致せねばならない、さもなく
ば祖先代々にも、子子孫孫にも申し訳が立たない」
と述べた26。別の報道では、王主任がこのとき馬
政権を名指しで「『保釣』での両岸の連携を拒絶し
た」と指摘し、中国側の指導部も「馬英九は民族
の大義、根本的な是非において民族の気概を失っ
た」と強い不快感を示していることが伝えられ
た27。

さらに、3月 21 日付の『環球時報』には政府系
シンクタンクの関係者による論評が掲載され、日
本に対抗するため、台湾が「保釣」の第一線を歩
み、主としてその責任を担うように、世界中の華
人が台湾に圧力をかけるよう呼びかけている。こ
れは、尖閣諸島問題をめぐる争いにおいて、中国
が日本に対してとるべき5つの非軍事的手段のう
ちのトップにあげられている28。

（6）政治対話をめぐる温度差
ところで、王主任は3月6日の討論会終了後、
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「両岸関係がここまで発展した以上、もはや人為
的なタブーや空白を設けてはならない」と述べて
いる。さらに、「両岸間に長年存在する政治上の
敏感な問題に対して、両岸の各方面と民衆がます
ます関心を寄せ、それを重視していることに目を
向けるべきだ」と強調した29。

その翌日（3月7日）、馬総統が語った内容から
は、政治対話をめぐる中台間の温度差がはっきり
とうかがえる。馬総統は台北で開催されたシンポ
ジウムで、「大陸側は当然両岸がもっと政治面で
関係を持ちたいと考えているだろうが、それは台
湾にとって敏感なものだ」と述べた。馬総統は「先
人の経験を受け継いて新たなものを創造するよう
な両岸関係の構築が、いわゆる『政治関係』より
もさらに重要である」と指摘したうえで、政治的
な議題では主権に関わる難しい議題が避けられず

「非常に厄介だ」と語った。そして、厄介な主権に
関わる議題を棚上げすれば、双方が前に向けて邁
進できるし、「この数年では解決できない難題」に
触れさえしなければ、双方ともさらに一歩前進で
きるとの考えを示した30。

2．連戦氏、2年ぶりに中国を訪問

（1）中国の新旧指導者と会見
国民党の連戦名誉主席が2月 24 日、同党の政

治家や台湾の実業家ら 30 人あまりを引き連れて、
2年ぶりに中国・北京を訪問した。連氏一行は同
日夜、釣魚台国賓館で開かれた国台弁の王毅主任
と海峡両岸関係協会（海協会）の陳雲林会長主催
による晩餐会に出席した31。連氏は北京滞在中、
習近平総書記、胡錦濤国家主席、賈慶林全国政治
協商会議主席など中国の新旧指導者と相次いで会
見した32。

2月 25 日には、習総書記との会見が行われた。
連氏は習氏が総書記就任後、初めて会見する台湾
側関係者となった。両者の会見が実現したのは、

胡主席が習氏に勧めたためといわれる33。今回、
中国側が連氏を招待したのは、胡氏が国家主席の
うちに習氏への顔つなぎを行うのが目的だったと
考えられる。

習氏は連氏に対して、「両岸関係の平和的発展
を引き続き推進し、両岸の平和統一を促進するこ
とは、新たな中国共産党指導部の責任である」と
述べた。「台湾同胞の権益を守り、台湾同胞の福
祉を発展させることは、大陸側が何度も公に表明
してきたことで、中国共産党の新指導部も承諾し
ていることである」としたうえで、「我々は対台湾
工作の大方針の連続性を維持するし、一つの中国
原則を終始堅持し、引き続き両岸の交流と協力を
推進し、両岸の同胞の団結と奮闘を促すよう努力
し、両岸関係の平和的発展の政治、経済、文化、
社会的な基礎を強化し深化させる」と表明した。

さらに、習氏は「中華民族の偉大な復興を実現
することは、近代以来の中華民族の最も偉大な夢
である」として、「台湾が大陸とともに発展し、両
岸の同胞が『中国の夢』を共同で実現することを
我々は心から望んでいる」と強調した34。

これに対して、連氏は「両岸関係の平和的発展
は逆転させてはならず、また逆転することもない
正確な道である」との考えを示した35。さらに、
習氏に対して「一個中国、両岸和平、互利融合、
振興中華」という 16 字の主張を提起したと伝え
られた36。

2月 26 日、連氏が胡主席と会見した際には、胡
氏は「この数年、両岸関係には一連の重大な進展
があり、両岸関係の平和的発展という新たな局面
が開かれたが、こうした成果を目にして我々は十
分に満足している」と語っている37。一方、連氏
は、両岸の政治対話と交渉は「将来避けては通れ
ない課題」であるとの見解を示したと報じられ
た38。

交流 2013.4 No.865

― 41 ―



（2）波紋を呼んだ連氏の発言
台湾メディアは連氏の事務所が発表したプレス

リリースをもとに会見の模様について伝えていた
が、その内容の一部が台湾で波紋を呼んだ。連氏
が習氏に対して提起したとされる「一個中国、両
岸和平、互利融合、振興中華」という 16 字の主張、
そして、胡氏に対して語ったとされる、両岸の政
治対話は避けては通れないという趣旨の発言であ
る。

前述のとおり、馬政権は中国との政治対話を事
実上拒否する意思を明確に示していたが、胡氏に
対する連氏の発言はそれとは食い違う内容だっ
た。また、台湾側が「一中（一個中国）」（一つの
中国）にふれる際には、必ずその後に「各表」（そ
れぞれが表明する）をつけて、中台双方が「一つ
の中国」の内容をそれぞれ解釈できる余地を残し
ている。しかし、連氏が提起したとされる「16 字」
では「それぞれが表明する」の部分が抜け落ちて
いた。この点について、民進党中国事務部は2月
26 日、「一つの中国」だけを残して「それぞれが表
明する」をなくした連氏の表現は、完全に共産党
の統一戦線工作と歩調を合わせたものだとして、
これを強く批判した39。

総統府は同日夜、プレスリリースを発表し、連
氏の中国訪問は「民間人の身分による」もので、
馬総統は連氏に対して「特定の任務を付託しては
いない」と表明した40。行政院大陸委員会（陸委
会）の王郁琦主任委員も同日、「総統府は連氏の訪
中を私人による民間交流と位置づけており、総統
も特定の任務を付託していない」と述べたうえで、
中国側との「政治協議は優先事項ではない」との
認識を示した41。さらに、総統府の李佳霏報道官
は、2月 22 日に行われた訪中前の会見を含めて、
連氏から「16 字」の形で馬総統に提起されたこと
はないと強調した42。これに対し、連氏事務所の
丁遠超主任は 28 日、馬総統との会見で連氏は「16
字」の内容にはふれていると反論したが、李報道

官も同日、連氏から「16 字」の形での提起はなかっ
たと改めて強調した43。

3．中国で「両会」が開催される

（1）温家宝総理、最後の政治活動報告
3月初旬、中国で「両会」（全国人民代表大会・

中国人民政治協商会議）が開催された。3月5日
から 17 日までの 13 日間、第 12 期全国人民代表
大会（全人代）が北京の人民大会堂で開かれ、こ
れと前後して3月3日から 12 日までの 10 日間、
中国人民政治協商会議（政協）第 12 期全国委員会
第1回会議が開かれた。

3月5日午前に開幕した全人代では、温家宝総
理が 10 年の任期で最後となる政治活動報告を
行った。温総理は過去5年間の両岸関係につい
て、「重大な転換を実現した」として「三通」の全
面的な実現をあげるとともに、「両岸経済協力枠
組み協定（ECFA）に調印し、両岸の全方位的な
交流の構造を形成し、両岸関係の平和的発展とい
う新たな局面を切り開いた」と振り返った。また、
同報告の最後の部分では「我々は中央の対台湾工
作の大局的な方針を堅持し、両岸関係の平和的発
展という重要思想を全面的に貫徹し、両岸関係の
平和的発展の政治、経済、文化、社会的な基礎を
強化し深化させ、心を合わせて中華民族の偉大な
復興を実現する過程において祖国統一の大業を完
成させねばならない」と述べて報告を締めくくっ
ている44。

（2）新体制の発足
昨年 11 月の共産党第 18 回党大会に続き、今回

の両会でもスムーズな権力継承が行われ、習近
平・李克強指導部という新体制が正式に発足した。
李克強総理は3月 17 日の記者会見で、「両岸はと
もに一つの中国に属しており、両岸に暮らすのは
血のつながった同胞である」と語り、「一つの中国
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を堅持し、同胞の情を守りさえすれば、両岸関係
の発展の空間と潜在力は巨大なものだ」と述べた。
さらに、「新政権は前政権が約束したことを実行
する」としたうえで、「我々は台湾と発展の機会を
ともに享受したい」と述べた45。

台湾関連の人事では、国台弁主任の王毅氏が外
交部長に就任したことが注目される46。後任の国
台弁主任には外交部常務副部長の張志軍氏が就任
した47。また、外交部長の楊潔篪氏が国務委員に
昇格し、前任者の戴秉国氏に代わり外交全般を統
括することになった。党内序列4位の兪正声氏
は、就任が確実視されていた全国政治協商会議主
席に選出された48。兪氏と楊氏は慣例にもとづ
き、習総書記が組長を兼務する党中央対台工作領
導小組の副組長、秘書長をそれぞれ務めることに
なる49。

台湾の『聯合報』は、5年前の王毅氏と同様に
今回の張志軍氏のケースでも、国台弁の主任が共
産党の中央外事工作領導小組のメンバーから選ば
れたことから、中国側はすでに台湾問題を単なる

「両岸」としてではなく、国際的思考を取り入れた
アジア太平洋地域における大国戦略という角度か
ら捉えていると指摘している。また、王氏が外交
部門出身の知日派であるのに対し、張氏は党中央
統一戦線工作部出身で対米外交に携わってきた人
物であることから、今後の中国側の対台湾工作は
党中央台湾工作弁公室（事実上、国務院台湾事務
弁公室と同じ）が党中央統一戦線工作部や外交部
と連携することで、より大局的な観点を備えたも
のになるだろうとの見方を示している50。

（3）王毅氏の離任、張志軍氏の着任
国台弁主任の務めを終えた王毅氏は3月 17 日、

台湾メディアの記者団に対して自身の「両岸の夢」
を語った。王氏は「私が一番望んでいるのは、両
岸の同胞が過去の憎しみや恨みを捨てて、手を携
えて中華を振興し、中国人として世界における尊

厳と栄誉をともに享受することだ」と語った。そ
して、「両岸の同胞が手を携えて中華を振興し、祖
国の平和統一を推進してこそ、本当に意味での民
族の復興を実現できる」のであり、「これこそ私の
両岸の夢だ」と述べた51。

一方で、王氏は「最も残念なことは、これまで
台湾を歩き回るチャンスがなかったことだ」と語
り、国台弁主任の訪台について「機はほぼ熟して
いる」との認識を示し、次の主任が早いうちに台
湾に行けるよう望んでいると述べた52。これに対
し、台湾・陸委会の王郁琦主任委員は3月 20 日、
立法院での答弁で「大陸の国台弁主任の訪問を歓
迎するが、適当なタイミングで、適当な身分で、
各種の条件がうまくマッチすることが条件であ
る」として、「そうした条件が整えば、私も陸委会
主任委員の身分で大陸を訪問したい」と述べた。

張志軍氏が3月 17 日の着任後、初めて公式の
場に姿を見せたのは、3月 22 日、福建省平譚で開
催された「第 11 回両岸関係研討会」の開幕式だっ
た。国台弁主任として挨拶に立った張氏は、「両
岸関係にはいくつかの政治的な難題が存在してい
る。これらの問題は非常に複雑で、解決するのは
容易ではない」との認識を示す一方、「第1にこれ
らの問題を正視しなければならず、人為的にタ
ブーを設けてはならない：第2に積極的に思考し
て、解決の道を探る努力をすべきである：第3に
易しいことから先に、難しいことは後で、順を追っ
て一歩一歩進め、徐々にコンセンサスを積み重ね
ていくべきである」と強調した。そして、「当面、
両岸の民間で対話を始めるのが実現可能な方法で
あり、両岸のシンクタンクが共同で平和フォーラ
ムを開催し議論するというのもよい提案だ」と述
べた53。国台弁主任の台湾訪問についても、王毅
氏の発言は「私の願望を表現したものだ」と語り、
王郁琦氏が示した条件については「全く必要ない
と思う」とコメントしている54。
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4．中台のメディア交流に関する世論調査

台湾の行政院大陸委員会（陸委会）は 2013 年3
月 22 日、定期的に行われている台湾住民の中台
関係に対する見方についての世論調査（「民眾對
當前兩岸關係之看法」民意調査）の結果を発表し
た55。今回の世論調査では、中台間の今後の大き
な議題となるメディア交流についても調査が行わ
れた。以下、関連する項目について紹介する。

（1）中国におけるネット規制について
現在、中国では台湾のニュースサイトに対する

規制が行われているが、台湾では中国のニュース
サイトに対する規制は行われていない。こうした
中国のネット規制が中台間のニュースや情報の自
由な伝達に与える影響について、「良い影響があ
る」と答えたのはわずか 3.2％、「影響はない」と
答えたのが 15.7％であったのに対して、69.8％が

「悪い影響がある」と答えている（＜表1＞）。

（2）台湾と中国とのメディア交流について
台湾が中国とのニュース・メディアの交流を行

うことによって、中国のメディア関係者に台湾に
おける報道の自由を実感させるべきであるとの意
見については、71.9％が「同意する」、19.9％が「同
意しない」と答えている（＜表2＞）。

（3）台湾と中国とのマスメディアの交流につい
て

中台間の情報の伝達を促進させるため、中台双
方が引き続きマスメディア（テレビ、映画、ラジ
オ、ニュースなど）の交流を行うことを支持する
かどうかについて、「支持する」と答えたのは
79.3%、「支持しない」と答えた 11.7% を圧倒し
た（＜表3＞）。

陸委会はこうした調査結果を受けて、「報道の
自由は国際社会における普遍的な価値であり、両
岸のあいだでの報道の交流において最も重要なの
は情報の対等な交流と自由な流通である」との見
解を示している。そして、「『黄金の十年、両岸の
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＜表1＞
良い影響がある 影響はない 悪い影響がある わからない

3.2％ 15.7％ 69.8％ 11.3％
（出所）「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2013 年3月7日至 10 日）」、2013 年3月、2頁。

＜表2＞
強く同意する 同意する 同意しない 全く同意しない わからない

25.8% 46.1% 12.6% 7.3% 8.2%
71.9% 19.9% 8.2%

（出所）「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2013 年3月7日至 10 日）」、2013 年3月、3頁。

＜表3＞
強く支持する 支持する 支持しない 全く支持しない わからない

22.0% 57.3% 8.4% 3.3% 9.0%
79.3% 11.7% 9.0%

（出所）＜表2＞と同じ。



平和』というビジョンでは両岸間での情報の対等
なコミュニケーションの促進を施政の重点に盛り
込んでいる」としたうえで、「今後、政府は引き続
き両岸間のマスコミュニケーションとニュース・
メディアの相互交流を拡大、深化させ、メディア
改革と情報の開放という理念を広めるとともに、
両岸間のニュースや情報の交流環境を改善させる
ことで、両岸の人々が自由で完備された情報伝達
の恩恵を享受できるようにする」との考えを示し
ている56。

なお、今回の世論調査では、住民の中台関係に
対する見方についての調査結果も示されている。

「すぐに統一すべき」と答えたのが 2.6％、「すぐ
に独立を宣言すべき」と答えたのが 5.0％である
のに対して、86.1％という圧倒的多数が相変わら
ず「現状維持」を支持している57。

5．馬英九総統、新ローマ法王の就任式典に出
席

（1）馬英九総統、フランシスコ1世に祝電
ローマ法王庁（バチカン）では、ベネディクト

16 世が 2013 年2月末にローマ法王を退位したの
を受けて、3月 12 日（現地時間）、新法王を決め
るコンクラーベ（法王選挙会）が始まり、13 日午
後にはアルゼンチン出身のホルヘ・マリオ・ベル
ゴリオ枢機卿が第 266 代法王に選ばれた。南米出
身の法王は史上初で、法王としてはフランシスコ
1世を名乗ることが決まった。

馬総統はこの知らせを受けて、台湾にあるバチ
カン大使館を通じて新法王に祝電を送った。中華
民国（台湾）はバチカンと 1942 年に国交を樹立し
ている。現在、中華民国と外交関係のある 23 カ
国のうち、ヨーロッパで唯一、国交を維持してい
るのがバチカンである。馬総統は祝電のなかで、

「中華民国政府、国民、国内のカトリック教会を代
表して新法王に対して衷心より祝意を表す」とと

もに、「新しいローマ法王の英知あるお導きのも
と、国際社会が引き続き世界平和の促進に尽力し、
両国が宗教、学術、文化、平和、慈善のパートナー
関係を継続的に深めて、それにより人類全体の平
和と福祉のために貢献することができるものと確
信している」と表明した58。

（2）馬総統夫妻、新法王就任式典に出席
馬総統夫妻は3月 19 日（現地時間）、バチカン

でのフランシスコ1世の法王就任式に出席した。
馬総統にとっては総統就任後初のバチカン訪問と
なったが59、中華民国（台湾）総統がローマ法王の
就任式に出席するのも今回が初めてとなった60。
出発前、馬総統は「今回は私の総統就任後初めて
のバチカン訪問となるが、新法王フランシスコ1
世の就任式典に出席し、新法王に祝意を伝えるた
めだけでなく、中華民国がヨーロッパにおいて唯
一国交のあるバチカンを重視する姿勢を示すもの
でもある」と強調したうえで、「今回の訪問を通じ
てさらに両国の友好関係を強化し、協力関係を促
進したい」と語った61。

馬総統夫妻は3月 18 日にイタリアのローマに
あるレオナルド・ダ・ヴィンチ国際空港に到着、
翌 19 日午前9時 30 分よりサンピエトロ広場で行
われた新法王就任式典のミサに出席した。式典は
米国のバイデン副大統領やドイツのメルケル首相
ら各国の元首や特使が出席して執り行われ、馬総
統夫妻の座席は各国元首の席の前列に配され
た62。

今回、現地での各国元首らとの会談は計画され
ていなかったが、馬総統は式典終了後の記者会見
で、式典開始前には友好国や国交のない国々の元
首や特使らと交流し、式典後には新法王と挨拶す
ることもできたと語っている63。

なお、馬総統のバチカン訪問について、中国・
外交部の華春瑩報道官は3月 15 日、「両岸双方が
大局から出発し、関連する敏感な問題を慎重に処
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理し、得難い両岸関係の平和的発展の良好な局面
を共同で守ることを希望する」とコメントしてい
る64。

6．中国の「節約令」、台湾にも影響

（1）習近平総書記、反腐敗への強い決意を示す
昨秋、共産党の総書記に就任した習近平氏が、

腐敗問題の解決に取り組む姿勢を強調したことは
記憶に新しい。昨年 12 月4日の党中央政治局会
議では、習総書記は党員の綱紀粛正を図るべく公
金を使った過度な注文や浪費を戒めた「節約令」
を発した。「習八条」と呼ばれる 8 つの規定がそ
れである65。さらに、本年1月 22 日の党中央規律
検査委員会第2次全体会議では「断固として清廉
な党を建設して反腐敗闘争を深めていく」と演説
し、党幹部らの腐敗を厳しく取り締まる決意を改
めて示すとともに、彼らに浪費や官僚主義を正す
よう求めた66。習総書記は「『トラ』も『ハエ』も
一緒に叩かねばならない」67と腐敗の一掃を強調
するとともに、「『上に政策あれば、下に対策あり』
といった中央の政策に地方が従わない風潮も決し
て許さない」と述べた68。

（2）影響は台湾の経済にも
習総書記の節約令は台湾の経済にも影響を及ぼ

しつつあるようだ。3月 28 日、台湾・苗栗で「両
岸旅遊業聯誼会」が開催された。これは中台の旅
行業界関係者が集まる会合で、毎年中台双方の持
ち回りで行われている。台湾で開催される際に
は、中国側から国家旅遊局の副局長級以上の人物

を団長に 31 の省・市から関係者が参加するが、今
年は参加者が昨年に比べ 100 名減少したという。
主催者である台湾側の旅行公会は、中国側では節
約令の関係で公費出張が難しくなっていると分析
している69。

また、旅行業界の関係者は、節約令の影響が最
も大きいのは台湾を訪れる調達団であるとの見方
を示している。ここ数年、中国の各省・市から大
規模な調達団が次々と台湾を訪れ、台北市内の5
つ星レベルのホテルでは部屋の予約が取れず、レ
ストランは満席という状態が続いていた。しか
し、今後は調達団も高級ホテルでの滞在を避けて、
大規模なセレモニーや豪華な宴会もひかえるもの
とみられる。本年4月以降に訪台が予定されてい
る広西チワン族自治区の調達団は、贅沢だと批判
されないように宿泊するホテルのランクだけでな
く、これまでは高級メニューを選んでいた食事の
内容や食材の値段までも気にするようになってい
るという70。

節約令は胡蝶蘭の売り上げにも影を落としてい
る。中国では昨年の第 18 回党大会以降、政府機
関が主宰する会議で花を飾ることが禁止された。
これが胡蝶蘭の売り上げにひびいている模様であ
る。現在、中国の胡蝶蘭業者のうち大規模な業者
の多くが台商だが、春節前後は彼らにとって一番
の稼ぎ時であり、例年この時期だけで年間の売り
上げの3分の2以上を稼ぎ出す。ところが、今年
は中国市場での業績が振るわず、ある大手業者の
売り上げは例年の3分の1ほどにとどまったとい
う。この業者は政府部門での需要の低下がその原
因とみている71。

1 「兩岸不聯手保釣總統提3理由（102021822: 05: 16）」中央通訊社ウェブサイト（http: //www. cna. com. tw/News/
aIPL/201302180345-1.aspx）、2013 年2月 18 日閲覧。馬総統の発言については、中央通訊社から事実関係を報じたごく短い記事
が配信されただけで、他の台湾メディアはそれを転載して伝えたにすぎない。日本メディアでは『産経新聞』が最初に伝え、そ
の後は『毎日新聞』も報じている（「尖閣で中国と連携せず、理由を台湾が初公表日台漁業協議干渉や軍備増強でも中国を批判

（2013.2.21 08:21）」MSN 産経ニュースウェブサイト（http://sankei.jp.msn.com/world/news/130221/chn13022108440003-n1.
htm）、2013 年2月 21 日閲覧、「沖縄・尖閣諸島：問題解決で台湾総統『中国と協力できぬ』（2013 年 02 月 23 日）」毎日 jp ウェ
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だいた。

4 「在釣魚臺列嶼爭端，我國不與中國大陸合作之立場（2013/2/8）」台湾・外交部ウェブサイト（http://www.mofa.gov.tw/offi-
cial/Home/Detail/dffd01ec-4786-400d-a4ed-47c947bc2005?arfid=2b7802ba-d5e8-4538-9ec2-4eb818179015&opno=027ffe58-
09dd-4b7c-a554-99def06b00a1）、2013 年3月 22 日閲覧。

5 小笠原欣幸「馬英九政権は尖閣諸島問題で中国と連携しない（2013 年2月 27 日）」小笠原ホームページ（http://www.tufs.ac.
jp/ts/personal/ogasawara/analysis/mayingjeoupeaceinitiative3.html）、2013 年2月 28 日閲覧、門間理良「馬英九政権、尖閣処
理で中国と連携しない旨を明確に表明」『東亜』no.550、2013 年4月、50～54 頁。

6 小笠原、同上論文。
7 門間、前掲論文、53 頁。
8 松本充豊「台湾海峡をめぐる動向（2012 年6～7月）交流と対話をめぐる両岸三党の動きと台湾の領土問題」『交流』No.857、
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コラム：日台交流の現場から

宝塚歌劇団の台湾初公演 ～ 心が通い合う、感動的大成功！

4月6日（土）から4月 14 日（日）まで、99 周
年を迎える宝塚歌劇団が初の台湾公演を行いまし
た。一言で言えば、文字通り大成功！幾つもの国
から公演要望がある中で、東日本大震災時に台湾
から比類なき支援を頂いたので、台湾公演を決定
されたとのことですが、公演当日も、日台関係に
特有の、温かい心と心の通い合いが強く感じられ
ました。宝塚は、今や日台関係にとって、なくて
はならない存在になったと言っても過言ではない
と思います。

実は、公演前から前評判は極めて高く、切符は
飛ぶように売れたそうです。切符が何とかならな
いかと私のところにも多くの台湾の友人から照会
が相次ぎました。当地の日系企業の方に聞いてみ
ると、若い世代の台湾の女性社員の間で評判に
なって、切符を買う人が多いとのこと。実際に公
演を観覧した際に周りを見ると、確かに若い女性
が目につきました。

さて、その公演です。4月6日（土）夜の初演
は、今回の台湾公演の実現に大変な御尽力をされ
た日華議員懇談会の平沼赳夫会長、藤井孝男同幹
事長を含む日華議員懇談会所属の国会議員の方々
総計7名、更には台湾側もその場で重要会議が開
けそうなくらい多くの要人が VIP 席に姿を見せ
る中でスタート。まずは、第1部の「宝塚ジャポ
ニズム」です。ジャポニズムというだけあって、
最初は「桜」でした。歌のメロディーにのって華
麗な日本の美が展開します。初演の夜、私の斜め
前に座っておられた台湾の要人は、日本に留学し
た際に初めて習った歌が「桜」であったので、今

回の公演の冒頭が「桜」で本当に感激したとのこ
とです。また、その後に出てきた「荒城の月」の
シーンでは、私の左隣に座っている中年の台湾の
男性が一緒に歌っているのが分かりました。本当
に日本と台湾は深く深く結びついているのだなと
改めて感じた次第です。

続く第2部「怪盗楚留香外伝」は、そもそも台
湾公演のために特別に作られた演目でした。そし
て、その中で、台湾語の有名な歌である「雨夜花」
という歌が出てきた瞬間、文字通り会場がどよめ
きました。私自身も、台湾に対する宝塚の気遣い
の深さに感じ入り、誇張でなく、涙が出そうになっ
たくらいでした。

さらに最後の第3部に入ると、舞台が入れ替
わってスターが出てくるたびに、特に男役トップ
スターの柚希礼音さんが新しい衣装で登場するた
びに、熱狂的な歓声で会場は更に盛り上がりまし
た。宝塚の関係者によれば、台湾の観客の方々の
反応は日本の観客より更に熱く、舞台の上の団員
の方々も本当に楽しく演じられたそうです。その
舞台は、特に柚希礼音さんが中国語で「月亮代表
我的心」を歌うと最高潮に達しました。

更に、初演の夜、カーテンコールで、星組組長
の万里柚美さんが「台湾は東日本大震災の際、い
ち早く多大なるご支援を届けてくださいました。
日本への愛を強く感じます。日本を代表して、感
謝の気持ちを込め千秋楽まで舞台を務めたいと思
います。」と述べた時には嵐のような拍手が鳴り
響き、私の右隣に座っていた台湾政府の要人も何
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度も何度も頷いていました。お互いがお互いを気
遣う日本と台湾。宝塚は、改めてそれを我々に感
じさせてくれたと思います。

最終公演の夜には、4回にも及んだカーテン
コールで、舞台の上の団員から「台湾を愛してま
す」「必ずまた来ます」のエールが、中国語で何度
も繰り返され、総立ちの会場から拍手がいつまで
もいつまでも続きました。本当に感動的でした。
また、翌日、あるトップスターの方と話す機会が
あったので、「次はいつ来ていただけますか」と尋
ねたら、「このまま台湾にずっと残っていたいで

す」というお答え。日台双方、本当に心に響くも
のがあった証だと思います。

なお、17 年に及ぶ交渉が続いていた日台漁業協
議が、ちょうど今回の宝塚の公演期間中に歴史的
な妥結を見ました。この協議にも携わっていた私
にとっては、宝塚星組は正に Lucky Star に見え
ました。宝塚台湾初公演の感動的なまでの大成
功、そして日台漁業協議の歴史的妥結を経て、日
台関係が幸運の星の下で更に進展することを願っ
てやみません。
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編 集 後 記

4月より、藤本の後を引き継いで編集担当となりました鳴海と冨岡です。担当者より、それぞれ
ご挨拶させていただきます。

○毎月「交流」をお読みいただきありがとうございます。4月から担当となりました鳴海と申しま
す。どうぞ宜しくお願い致します。

本号では「台北マラソン」を掲載させていただきました。日本では空前のマラソンブーム。一
昔前なら 42㎞を走るのは陸上経験者でしかありえなかった競技が、今や市民ランナーのものとし
て親しまれています。私も鈍足ながらマラソンに目覚めた1人として、親しみ易く、息切れしな
い記事作りに努めていきたいと思っております。 （総務部 鳴海麻里）

○4月より「交流」編集を担当することになりました冨岡と申します。実は「交流」編集に携わる
のは今回で3度目となりますが、そのたび日台交流がより盛んになっていく様が記事を編集して
いると実感することができます。

これからも日台交流の架け橋として、また多くの方に「台湾」をより理解して頂ける記事作り
を目指して行きたいと思います。

いたらない点もあると思いますが、今後ともよろしくお願い致します。
（貿易経済部 冨岡明美）
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